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先人たちが紡いできた音楽を

どのように受け止め、どう向き合いながら形にしていくのか。

桐朋学園で教鞭を執り、音楽の世界で活躍する 3 名。

楽譜に刻まれた歩みの一端をのぞいてみよう。

楽譜と、
それぞれの音楽と

モーツァルト作曲／ディヴェルティメント…ニ長調…K.136
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桐朋女子高等学校（男女共学）ピ
アノ科、桐朋学園大学作曲科、
ベルリン芸術大学指揮科卒業。第
40回ブザンソン国際指揮者コン
クール優勝後、世界各国で指揮活
動を始める。2017年紫綬褒章受
章。現在、神奈川フィルハーモニ
ー管弦楽団音楽監督。桐朋学園大
学教授。

沼尻 竜典
指揮者

（ぬまじり りゅうすけ）

命を削って音を紡ぐ

[三善…晃作曲／童声合唱とオーケストラのための「響紋」]……「響紋」は
大編成のオーケストラに児童合唱が加わる壮大な作品で、練習時間も
経費もかかるのですが、現代の音楽としては破格の演奏回数を誇りま
す。それだけ作品の魅力が大きいということでしょう。子供たちが歌
う「かごめかごめ」にオーケストラの咆哮が容赦なく襲いかかり、最
後は「うしろのしょうめん　だぁれ？」という問いかけで終わります。

三善…晃：童声合唱とオーケストラのための「響紋」
全音楽譜出版社

沼尻 竜典

෺͝ͱͷຊ࣭ΛۃݟΊɺχηϞϊ͸͞ڐͳ͍ɻେ学࣌୅

ۂ࡞ੜ͖ͨ͘͠ݫઌੜ͸ɺࣗ͝਎ʹ΋ߊળࡾͨ͠ࣄࢣʹ

ՈͰͨ͠ɻ͕ࢲେ学 2೥࣍ͷͱ͖ʹॳԋ͞Εͨɺh ಐ੠

߹এͱΦʔέスτϥͷͨΊͷʮڹ໲ʯɦ ͸ઓ૪ͷࢂՒΛ

ඳ͍ͨઌੜͷ୅ද࡞Ͱ͕͢ɺԻʹΑͬͯද͞ݱΕΔઓ૪

͸ɺݴ葉ʹΑΔඳࣸΛ͸Δ͔ʹ௒͑ͨ૖ઈ͞ͱϦΞϦ

ςΟΛ΋ͬͯɺௌ͘ऀΛѹ౗͠·͢ɻۂ࡞த͸Ϩοスン

͕গͳ͔ͬͨͷͰ͕͢ɺͨ·ʹ͓ձ͍͢Δઌੜͷݴ葉΍

ද৘͔Β͸ɺ·͞ʹ໋Λ͞ۂ࡞ͯͬ࡟Ε͍ͯΔ͜ͱ͕఻

Θ͖ͬͯ·ͨ͠ɻ͚ͩۂ࡞Ͱ΋͓๩͍͠ͷʹɺ೔ຊͷԻ

ָքΛ͍͔ʹྑ͘͢Δ͔ɺ೔ʑ৺Λ͍͍ͨͯࡅઌੜͷଆ

ʹ͍Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͨ 4೥ؒͷ͓͔͛Ͱɺࣗ෼ͷਐΉ΂͖

ಓʹ໎͍͕ͳ͘ͳΓ·ͨ͠ɻ

側にいて学んだ生き様
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師の教えを昇華させ、次世代に

繋いでいく

[ショパン作曲／ピアノ・ソナタ第2番変ロ短調…Op.35……第2楽章…葬送行進曲]…これはショ
パン国際コンクールに向けた練習で使った楽譜。楽譜の書き込みはレッスン時に二宮先生
が書いたもの。「赤ちゃん」や「肉」、「♡」などの書き込みも。ペンの色はレッスンの日によ
って異なり、その日の私の状況によって様々なアドバイスが書き込まれています。

パデレフスキ編ショパン全集 VI（日本版）ソナタ
アーツ出版

桐朋女子高校音楽科（男女共学）在
学中に第5回浜松国際ピアノコンク
ール第4位。20歳で第15回ショパ
ン国際ピアノコンクール第4位。稲
垣千賀子、ミハイル・ヴォスクレセ
ンスキー、二宮裕子の各氏に師事。
2023年より本学准教授。

ピアニスト

த学ੜͷͱ͖͔Β͍ͨͯ͠ࣄࢣೋ

ࡉ͔͘ʹಋ͸ɺͱࢦઌੜͷࢠ༟ٶ

͔͍ɻϦζϜ΍λΠϛンάͷҰͭ

ͻͱͭʹҰ੾ଥͣͤڠɺҰஈਐΉ

ͷʹ਺͔͔࣌ؒΔ͜ͱ΋ɻͰ΋ɺ

ઌੜͷ஄͖ํΛ׬ᘳʹίϐʔ͢Δ

͜ͱ͕Ϩοスンͷ໨తͰ͸͋Γ·

ͤΜɻҰԻҰԻɺҟͳΔԻͷग़͠

ํΛशಘ͢Δ͜ͱͰࣗ෼ͷதͷ

ʮಓ۩ʯΛ૿΍͠ɺผͷパʔτ΍

Ԡ༻ͤ͞Δ͜ͱ͕ॏཁͳͷʹۂָ

Ͱ͢ɻͦͯ͠ઌੜͷղऍΛͳͧΔ

͚ͩͰ͸ͳ͘ɺۂ࡞Ոͷਓੜ΍ྺ

࢙తഎܠΛਂ͘஌Γɺࣗ෼ͳΓͷ

͔ͬ͠Γͱͨ͑͠ߟΛ࣋ͭɻ͕ࢲ

ʹݱ΋ࣗ෼ͷ৴͡Δදࡍಋ͢Δࢦ

ͨͲΓண͍ͨੜె͕͍ͨΒɺຊਓ

Λଚॏͯࣗ͠༝ʹԋ૗͍ͤͯ͞·

͢ɻ൴Βʹ΋ԻָΛ͋ΒΏΔ֯౓

͔Β௥ͯ͠ڀ΋Β͍͍ͨͰ͢ɻ�

関本 昌平

教えを基に、自らの表現を追究する 

関本 昌平（せきもと しょうへい）
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� 譜面にある「gel .」と
「st.」は、当時のドイツ語
の強弱表記。現代の演奏
家には「f（フォルテ）」「p
（ピアノ）」の方が分かりやすいの
ですが、ここにはドイツ人である
テレマンの愛国精神が表れている
ため、あえて書き換えずに残しま
した。

古文書の山から現代に音楽を

甦らせる

［テレマン作曲／Concert…à…9…parties,…ca.1761（左ページ：自筆譜、右ぺージ：校訂
楽譜）］この作品は管楽器とコントラバスが独奏楽器として活躍する非常に珍しい編成
の曲です。

Staatsbibliothek…zu…Berlin…-…Preußischer…Kulturbesitz
（http://resolver.staatsbibliothek-berlin.de/SBB00022A3C00000049）

佐藤 康太

ੈքʹ͸ɺ΄ͱΜͲ୭΋৮Ε͖ͯ

͍ͯͳ͍ɺྺ࢙ʹຒ΋Εָ͕ͨۂ

ͨ͘͞Μ͋Γ·͢ɻͦͷΑ͏ͳ࡞

඼Λൃ۷͠ɺݱ୅ͷԻָՈ͕ԋ૗

Ͱ͖ΔΑ͏ָේΛ࡞Γ௚͢ͷ͕ɺ

గʯͰ͢ɻߍͷऔΓ૊Ήʮָේࢲ

ͳΔͷ͸ɺࣗචේ΍ॳ൛ේͳʹج

Ͳɺۂ࡞Ոࣗ਎΍ͦͷपғͷਓʑ

͕Ҩͨ͠΋ͷɻͱ͜Ζ͕ͦ͏͍ͬ

ͨྺ࢙తͳָේʹ͸ɺ൑ಡͷ೉͠

͍Օॴ͕ͨ͘͞Μ͋Γ·͢ɻͨࢲ

గऀ͸ɺͦΕΒΛ学ज़తͳࠜߍͪ

୅ͷԋ૗ݱղಡ͠ɺ͍ͯͮجʹڌ

Ո͕͑࢖Δָේ΁ͱམͱ͠ࠐΜͰ

͍͖·͢ɻͦ͏ͯ͠Ͱָ͖ͨේ

ʹɺԋ૗Ոͷղऍ͕ՃΘͬͯԻ͕

໐Γɺۂ࡞ՈͷҨͨ͠΋ͷ͸ॳΊ

ʮͯԻָʯʹ ͳΔͷͰ͢ɻϤʔϩο

パͷ͍ݹਤॻؗʹ຾ΔɺṖΊ͍ͨ

จॻ͕ɺԻָʹੜ·ΕมΘΔॠݹ

ؒʵɻ ͦ͜ʹཱͪձ͏͜ͱ͸ɺָ

ේΛ࡞Δऀʹͱͬͯͷେ͖ͳتͼ

Ͱ͢ɻ

̍原本の3段目、フルートのパー
トでグニャグニャッと書かれてい
るのは「あのパートと同じだよ」
と示す“略記”。でも、当時の楽
譜のルールや作曲家の癖を知って
いないとどのパートと同じか分か
りません。文献などからそれを読
み解き、誰でも分かるように書き
直しています。

校訂のポイント

�

�

�

慶應義塾大学後期博士課程退学。ドイツ学術交流会奨学金
を得てハレ大学に留学。同博士課程修了（音楽学）。主な研
究領域はテレマンをはじめとする18世紀ドイツの教会音
楽とオペラ。批判版楽譜の校訂と出版にも力を入れている。

佐藤 康太
音楽学者

作曲家が遺
の こ

した
ものを、音楽に
変えるために

（さとう こうた）
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音楽学ઐ߈͸音楽学ઐ߈͸
ϛϡʔδίϩδʔઐ߈΁ϛϡʔδίϩδʔઐ߈΁

଎ʹมԽ͍ͯ͠·͢ɻͦٸ͸ڥ؀͘רɺԻָͱͦΕΛऔΓࠓͷل21ੈ ͷมԽʹରԠͨ͠学ͼΛఏ͢ڙΔ21ੈلͷࠓɺԻָͱͦΕΛऔΓڥ؀͘ר͸ٸ଎ʹมԽ͍ͯ͠·͢ɻͦ ͷมԽʹରԠͨ͠学ͼΛఏ͢ڙΔ
ͨΊɺԻָ学ઐ߈͸ϛϡʔδίϩδʔઐ߈΁ͱੜ·ΕมΘΓ·ͨ͠ɻ๎ۅͷ఻౷ͷதͰഓΘΕͨΧϦキϡͨΊɺԻָ学ઐ߈͸ϛϡʔδίϩδʔઐ߈΁ͱੜ·ΕมΘΓ·ͨ͠ɻ๎ۅͷ఻౷ͷதͰഓΘΕͨΧϦキϡ
ϥϜΛϕʔスͱ͠ ͳ͕Βɺӳޠ΍ϚωδϝンτͳͲ࣮ફతͳスキϧΛཆ͏Պ໨΍ɺΑΓଟ࠼ͳԻָΛѻ͏ߨϥϜΛϕʔスͱ͠ ͳ͕Βɺӳޠ΍ϚωδϝンτͳͲ࣮ફతͳスキϧΛཆ͏Պ໨΍ɺΑΓଟ࠼ͳԻָΛѻ͏ߨ
ٛΛ৽ͨʹՃ͑Δ͜ͱͰɺมΘΓΏࣾ͘ձͷதͰԻָΛ͔͠׆ɺԻָͱͱ΋ʹาΉಓΛ୓͖·͢ɻٛΛ৽ͨʹՃ͑Δ͜ͱͰɺมΘΓΏࣾ͘ձͷதͰԻָΛ͔͠׆ɺԻָͱͱ΋ʹาΉಓΛ୓͖·͢ɻ

ज़ίʔε͸ܳ࡞ฤ ߈ઐۂ࡞ज़ίʔε͸ܳ࡞ฤ ߈ઐۂ࡞
.usic aOE 4ouOE %FsiHO ΁.usic aOE 4ouOE %FsiHO ΁

Իָ૑࡞ͷܗ͸೔ʑมԽͯ͠ ͓Γɺ৽ͨͳίンςンπ͸ө૾΍Իָ૑࡞ͷܗ͸೔ʑมԽͯ͠ ͓Γɺ৽ͨͳίンςンπ͸ө૾΍
ΞʔτͳͲɺ෼໺Λ௒͑ͯੜΈग़͞Ε͍ͯ·͢ɻ共ಉ੍࡞ʹ͓͍ΞʔτͳͲɺ෼໺Λ௒͑ͯੜΈग़͞Ε͍ͯ·͢ɻ共ಉ੍࡞ʹ͓͍
ͯɺै དྷͷۂ࡞ͷ֓೦Λͯ͛޿ԻΛ૯߹తʹߏ੒͢Δ͜ͱ͕ͯɺै དྷͷۂ࡞ͷ֓೦Λͯ͛޿ԻΛ૯߹తʹߏ੒͢Δ͜ͱ͕
Ͱ͖ΔʮԻʯͷϓϩϑΣογϣφϧΛҭͯ·͢ɻͰ͖ΔʮԻʯͷϓϩϑΣογϣφϧΛҭͯ·͢ɻ

詳細はWebへ
ミュージコロジー専攻の最新情報は
本学ホームページをご覧ください

お問い合わせ
ミュージコロジー専攻についてのご相談は、
お問い合わせフォームをご利用ください

専攻開講科目（一部抜粋）
・・Introduction…to…MusicologyIntroduction…to…Musicology
・音楽学入門・音楽学入門
・音楽史Ⅰ・Ⅱ・音楽史Ⅰ・Ⅱ
・アート・マネジメント実習・アート・マネジメント実習

・・エディション研究エディション研究
・音楽文献学・音楽文献学
・楽書講読・楽書講読
・ポピュラー音楽史・ポピュラー音楽史

卒業後の進路先イメージ
コンサートホール、音楽事務所、音楽ライブラリアン、音楽学コンサートホール、音楽事務所、音楽ライブラリアン、音楽学
者、音楽ライター、音楽ジャーナリスト、音楽専門通訳、楽譜者、音楽ライター、音楽ジャーナリスト、音楽専門通訳、楽譜
出版社、音楽雑誌・書籍編集、放送番組制作会社など。出版社、音楽雑誌・書籍編集、放送番組制作会社など。

詳細はWebへ
Music and Sound Designの最新情報は
本学ホームページをご覧ください

お問い合わせ
Music and Sound Designについてのご相談
は、お問い合わせフォームをご利用ください

専攻開講科目（一部抜粋）
・・エクリチュールエクリチュール
・オーケストレーション・オーケストレーション
・サウンドデザイン・サウンドデザイン
・レコーディング・PA・レコーディング・PA

・・音楽テクノロジー音楽テクノロジー
・ジャズとポップス理論と実習・ジャズとポップス理論と実習
・日本の伝統音楽・日本の伝統音楽
・世界の民族音楽・世界の民族音楽

卒業後の進路先イメージ
映像、舞台、ゲームの作曲家・サウンドデザイナーなど。これ映像、舞台、ゲームの作曲家・サウンドデザイナーなど。これ
までも桐朋学園出身の作曲家や放送局のサウンドデザイナーまでも桐朋学園出身の作曲家や放送局のサウンドデザイナー
が生まれており、業界との連携を強化していきます。が生まれており、業界との連携を強化していきます。

サウンドデザインとは「音を最適に演出すること」サウンドデザインとは「音を最適に演出すること」
です。作品の目的に応じて、音楽・セリフ・環境です。作品の目的に応じて、音楽・セリフ・環境
音・フォーリーなどを組み合わせ、音響空間を創音・フォーリーなどを組み合わせ、音響空間を創
り出す技術です。意識的な音の演出だけでなく、り出す技術です。意識的な音の演出だけでなく、
無意識や深層心理に影響を与えることも可能で無意識や深層心理に影響を与えることも可能で
す。また、音色、音域、音量、広がりや奥行きを駆使す。また、音色、音域、音量、広がりや奥行きを駆使
して音響空間を構成することは、まるでオーケスして音響空間を構成することは、まるでオーケス
トラ曲を作曲するかのように壮大な世界です。トラ曲を作曲するかのように壮大な世界です。

Music and Sound Design のねらい

ज़Λ݁Ϳٕڹɾα΢ϯυσβΠϯɾ音ۂ࡞ज़Λ݁Ϳٕڹɾα΢ϯυσβΠϯɾ音ۂ࡞

カリキュラムの特徴

ຊ͸جͷ࡞ຊ͸੍جͷ࡞੍
๏ͷशಘ͔Βٕۂ࡞๏ͷशಘ͔Βٕۂ࡞
作曲技術を個人レッスンで学び作曲技術を個人レッスンで学び
ます。学生の段階に応じた指導をます。学生の段階に応じた指導を
行い、その成果を仲間たちが演奏行い、その成果を仲間たちが演奏
します。自分の作品が実際に演奏します。自分の作品が実際に演奏
される経験を通して、即戦力としされる経験を通して、即戦力とし
ての作曲技術が身につきます。ての作曲技術が身につきます。

音楽とサウンドデザインを支え音楽とサウンドデザインを支え
る重要な領域がレコーディングる重要な領域がレコーディング
です。録音の本格的な技術を経です。録音の本格的な技術を経
験豊かなエンジニアから学びま験豊かなエンジニアから学びま
す。素材の録音や高度な編集技す。素材の録音や高度な編集技
術、ミックスなども行います。術、ミックスなども行います。

ຊ֨తʹ学Ϳຊ֨తʹ学Ϳ
ϨίʔσΟϯάٕज़ϨίʔσΟϯάٕज़

授業で学んだ技術を作品の制作授業で学んだ技術を作品の制作
で実践します。桐朋学園芸術短期で実践します。桐朋学園芸術短期
大学とは演劇・ミュージカル・ダ大学とは演劇・ミュージカル・ダ
ンスを、武蔵野美術大学映像学科ンスを、武蔵野美術大学映像学科
髙谷智子ゼミとはアニメーショ髙谷智子ゼミとはアニメーショ
ン作品を共同で制作しています。ン作品を共同で制作しています。

学校ͷ֞ࠜΛ学校ͷ֞ࠜΛ
௒͑ͨڞಉ੍࡞௒͑ͨڞಉ੍࡞

ミュージコロジー専攻の目的 

音楽ΛࣾձͰํ͔͢׆๏Λ学Ϳ音楽ΛࣾձͰํ͔͢׆๏Λ学Ϳ
演奏会の企画をしたり、コンサートの解説や批演奏会の企画をしたり、コンサートの解説や批
評を書いたり、アーティストのマネジメントを評を書いたり、アーティストのマネジメントを
したり……演奏や作曲以外にも、音楽に携わるしたり……演奏や作曲以外にも、音楽に携わる
生き方はたくさんあります。この専攻では、過生き方はたくさんあります。この専攻では、過
去から現在までの多様な音楽のあり方を学んだ去から現在までの多様な音楽のあり方を学んだ
上で、音楽に関する様々な職業に役立つスキル上で、音楽に関する様々な職業に役立つスキル
を磨きます。好きな音楽を思う存分追究しながを磨きます。好きな音楽を思う存分追究しなが
ら、自分の生き方を見つけましょう。ら、自分の生き方を見つけましょう。

必要な学び

ӳޠΛ਎ʹ͚ͭӳޠΛ਎ʹ͚ͭ
音楽Λ෯͘޿ ಧ͚Δ音楽Λ෯͘޿ ಧ͚Δ
海外の演奏家を招聘する、インタ海外の演奏家を招聘する、インタ
ビューをする、文章の翻訳をするビューをする、文章の翻訳をする
など、音楽の仕事をする上で英語など、音楽の仕事をする上で英語
のスキルは必要不可欠。この専攻でのスキルは必要不可欠。この専攻で
は、英語のみによる授業を複数設は、英語のみによる授業を複数設
けて、実践的な英語力を養います。けて、実践的な英語力を養います。

今の世界は、多種多様な音楽で今の世界は、多種多様な音楽で
満ちています。クラシックに限ら満ちています。クラシックに限ら
ず、ポップス、ロック、ジャズ、映ず、ポップス、ロック、ジャズ、映
画音楽、ゲーム音楽など、多彩な画音楽、ゲーム音楽など、多彩な
ジャンルの講義から、社会にあふジャンルの講義から、社会にあふ
れる音楽のあり方を学びます。れる音楽のあり方を学びます。

ଟ༷ͳδϟϯϧͷଟ༷ͳδϟϯϧͷ
音楽Λڀݚ音楽Λڀݚ

ミュージコロジー専攻では４年間ミュージコロジー専攻では４年間
を通じて副科の実技レッスンを受を通じて副科の実技レッスンを受
けることができます。音楽実践をけることができます。音楽実践を
通して、知識だけでなく感性を養通して、知識だけでなく感性を養
い、考えることと感じることの両方かい、考えることと感じることの両方か
ら音楽にアプローチしていきます。ら音楽にアプローチしていきます。

࣮ٕͰ音楽΁ͷ࣮ٕͰ音楽΁ͷ
ΑΓਂ͍ཧղΛΑΓਂ͍ཧղΛ

作曲専攻の２つのコース

創作芸術
音楽作品の

作曲技法の習得 他芸術分野との
共同制作での技術習得

Music and
Sound Design

����೥य़ɺ৽͘͠����೥य़ɺ৽͘͠
ੜ·ΕมΘΓ·ͨ͠ɻੜ·ΕมΘΓ·ͨ͠ɻ
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学長メッセージ

఻౷͕͑ࢧΔมֵ
音楽͕੾Γ୓ ৽͍͘͠ະདྷ΁

ᜊ౻ल༤ઌੜ຅50ޙप೥ͷ໋೔ʹɺϝϞϦΞϧίンαʔτΛ։࠵ɻ�ᜊ౻ल༤ઌੜ຅50ޙप೥ͷ໋೔ʹɺϝϞϦΞϧίンαʔτΛ։࠵ɻ�
2݄ʹ੦͞ڈΕͨখᖒ੐࣐ઌੜ΁ͷѩౣͷҙ΋͜ Ίɺԋ૗Λ๋͛·ͨ͠ɻ2݄ʹ੦͞ڈΕͨখᖒ੐࣐ઌੜ΁ͷѩౣͷҙ΋͜ Ίɺԋ૗Λ๋͛·ͨ͠ɻ

ᜊ౻ल༤ઌੜ ຅ޙᜊ౻ल༤ઌੜ ຅ޙ����೥೥
ϝϞϦΞϧɾίϯαʔτϝϞϦΞϧɾίϯαʔτ
ʙখᖒ੐࣐͞Μ΁ͷѩౣͱͱ΋ʹ ʙ

ຊ学ಉ૭ੜɺ学ੜɾੜెɺڭһΒ͕Իຊ学ಉ૭ੜɺ学ੜɾੜెɺڭһΒ͕Ի
ָͰͻͱͭʹͳͬͨ͜ͷίンαʔτָͰͻͱͭʹͳͬͨ͜ͷίンαʔτ
͸ɺԹ͔ͳงғؾͷͳ͔ɺᜊ౻ઌੜ͸ɺԹ͔ͳงғؾͷͳ͔ɺᜊ౻ઌੜ
ͷ໳ԼੜͱଙఋͪͨࢠʹΑΔॏްͳͷ໳ԼੜͱଙఋͪͨࢠʹΑΔॏްͳ
νΣϩɾΞンαンϒϧͰ։ນɻଓ͍ͯνΣϩɾΞンαンϒϧͰ։ນɻଓ͍ͯ
ͷָݭ߹૗Ͱ͸ɺऀشࢦɾळࢁ࿨ࢯܚͷָݭ߹૗Ͱ͸ɺऀشࢦɾळࢁ࿨ࢯܚ

ͷ఻౷ΛϞʔπΝϧτͷʬσΟ๎ۅͷ఻౷ΛϞʔπΝϧτͷʬσΟ͕๎ۅ͕
ϰΣϧςΟϝンτʭ,.136ʹͷͤͯɻϰΣϧςΟϝンτʭ,.136ʹͷͤͯɻ
ઌੜͷҰ൪ఋͨͬͩࢠఅ߶ಛ໋ڭतઌੜͷҰ൪ఋͨͬͩࢠఅ߶ಛ໋ڭत
͸ɺপ৲ཽయڭतشࢦͷ΋ͱɺυϰΥ͸ɺপ৲ཽయڭतشࢦͷ΋ͱɺυϰΥ
ϧβʔΫͷνΣϩڠ૗ۂͰᕒ਎ͷԋϧβʔΫͷνΣϩڠ૗ۂͰᕒ਎ͷԋ
૗Λௌ͔ͤ·ͨ͠ɻ૗Λௌ͔ͤ·ͨ͠ɻ

Report 世代を超えて受け継がれる桐朋の伝統

ヴァイオリンを、鷲見三郎、齋藤秀雄、海野義雄の諸氏に師事。1966年、桐朋学園大学在学中、
日本フィルハーモニー交響楽団と共演してデビュー。同大学を首席で卒業後、文化庁在外芸術
家研修員としてベルリンに留学。サシコ・ガブリロフ氏に師事。イサン・ユンや三善晃などの作
曲家より楽曲の献呈を受ける。国立ベルリン芸術大学講師を経て、桐朋学園大学にて主任教授、
副学長を歴任。2022年学長就任。世界各地の音楽大学で招聘教授としてマスタークラスを行
い、数々の国際音楽祭にて指導。日本音楽コンクールをはじめ、20を超える国際コンクールの
審査員を務めている。

辰巳 明子学長 

開催日：2024年9月18日（水）
会場：サントリーホール
出演：【指揮】秋山…和慶、沼尻…竜典
【チェロ】：堤…剛、齋藤秀雄門下特
別編成チェロ・アンサンブル
齋藤秀雄先生没後50年特別編成
メモリアル・オーケストラ

開催概要

2024೥ʹຊ学͸૑࢝ऀͷҰ2024೥ʹຊ学͸૑࢝ऀͷҰ

ਓɺᜊ౻ल༤ઌੜͷ຅50ޙ೥Λਓɺᜊ౻ल༤ઌੜͷ຅50ޙ೥Λ

ܴ͑ɺه೦ίンαʔτΛ։ܴ͍͑ͨ࠵ɺه೦ίンαʔτΛ։͍ͨ࠵

͠·͠ ͨɻ͜ ͷઅ໨Λ௨ͯ͡ɺຊ͠·͠ ͨɻ͜ ͷઅ໨Λ௨ͯ͡ɺຊ

学͕ഓ͖࣮ٕͬͯͨ΍Ξンαン学͕ഓ͖࣮ٕͬͯͨ΍Ξンαン

ϒϧڭҭɺͦ ͯͦ͠ΕΛ͑ࢧΔιϒϧڭҭɺͦ ͯͦ͠ΕΛ͑ࢧΔι

ϧϑΣʔδϡ΍Իָཧ࿦ͷڭҭϧϑΣʔδϡ΍Իָཧ࿦ͷڭҭ

ͷॏཁੑΛ࠶ೝࣝ͠ɺܧঝɾൃͷॏཁੑΛ࠶ೝࣝ͠ɺܧঝɾൃ

ల͍ͤͯ͘͞ ల͍ͤͯ͘͞·͍ͯ͠ײΛ௧໋࢖ ·͍ͯ͠ײΛ௧໋࢖

͢ɻҰํͰɺਓݮޱগ΍ςΫϊ͢ɻҰํͰɺਓݮޱগ΍ςΫϊ

ϩδʔͷൃలͳͲɺࣾ ձ͕ٸ଎ϩδʔͷൃలͳͲɺࣾ ձ͕ٸ଎

ʹมԽ͢Δͳ͔ɺͨࢲ ΋ͪͦ ͷมʹมԽ͢Δͳ͔ɺͨࢲ ΋ͪͦ ͷม

ԽʹదԠ͠ɺ͜ Ε͔ΒͷԻָจԽԽʹదԠ͠ɺ͜ Ε͔ΒͷԻָจԽ

Λ૑଄͍ͯ͘͠ ੹຿͕͍͟͝·͢ɻΛ૑଄͍ͯ͘͠ ੹຿͕͍͟͝·͢ɻ

2025೥౓ΑΓຊ学Ͱ͸ɺै དྷ2025೥౓ΑΓຊ学Ͱ͸ɺै དྷ

ͷԻָ学ઐ߈ΛʮϛϡʔδίϩͷԻָ学ઐ߈Λʮϛϡʔδίϩ

δʔઐ߈ʯʹ վশ͠ɺӳޠͰ学δʔઐ߈ʯʹ վশ͠ɺӳޠͰ学

ͿՊ໨Λॆ࣮ͤ͞ɺԋ૗ʹՃ͑ͿՊ໨Λॆ࣮ͤ͞ɺԋ૗ʹՃ͑

ͯɺࣾ ձͷதͰԻָΛ͔ͯͨ͢׆ɺࣾ ձͷதͰԻָΛ͔ͨ͢׆

Ίͷ࣮ફͷ৔Λఏ͠ڙ·͢ɻ·ͨɺΊͷ࣮ફͷ৔Λఏ͠ڙ·͢ɻ·ͨɺ

߈ઐۂ࡞ ʮʹ.VTJD�BOE�4PVOEۂ࡞�ઐ߈ ʮʹ.VTJD�BOE�4PVOE�

%FTJHOʯΛ৽ઃ͠ɺөը΍Ξχ%FTJHOʯΛ৽ઃ͠ɺөը΍Ξχ

ϝʔγϣンɺσδλϧΞʔτͳͲ�ϝʔγϣンɺσδλϧΞʔτͳͲ�

ଞ෼໺ͱͷ共ಉ੍࡞ͷͨΊͷଞ෼໺ͱͷ共ಉ੍࡞ͷͨΊͷ

΍α΢ンυσβΠンΛ学ۂ࡞΍α΢ンυσβΠンΛ学ۂ࡞

΂Δڥ؀Λ੔͑·ͨ͠ɻ͜ Εʹ�΂Δڥ؀Λ੔͑·ͨ͠ɻ͜ Εʹ�

ΑΓɺ࣍ ੈ୅ͷଟ༷ͳԻָͷ୲ΑΓɺ࣍ ੈ୅ͷଟ༷ͳԻָͷ୲

͍खΛҭ੒͠·͢ɻ͍ ͣΕ΋ɺ͍ۅखΛҭ੒͠·͢ɻ͍ ͣΕ΋ɺۅ

๎͕ଓ͚͖ͯͨԻָͷڭૅجҭ๎͕ଓ͚͖ͯͨԻָͷڭૅجҭ

ͷ্Ͱͦ͜੒Γཱͭ΋ͷͱͯ͑ߟͷ্Ͱͦ͜੒Γཱͭ΋ͷͱͯ͑ߟ

Γ͓·͢ɻΓ͓·͢ɻ

ੈք͕େ͖͘ มԽ͠Α͏ ͱ΋ɺੈք͕େ͖͘ มԽ͠Α͏ ͱ΋ɺ

Իָͱͱ͜ ͱΜ͖޲߹͍ɺ௥͠ڀԻָͱͱ͜ ͱΜ͖޲߹͍ɺ௥͠ڀ

学Ԃ͸ɺԻָ΁ͷਂ๎ۅ学Ԃ͸ɺԻָ΁ͷਂ͖ͯͨ๎ۅ͖ͨͯ

͍ཧղʹՃ͑ɺԻָΛऔΓ͘ר ͍ࣾཧղʹՃ͑ɺԻָΛऔΓ͘ר ࣾ

ձΛ͘޿ 学Ϳ৔ͱ͠ ͯɺະདྷͷԻձΛ͘޿ 学Ϳ৔ͱ͠ ͯɺະདྷͷԻ

ָจԽΛ૑଄͢ΔԻָਓΛഐग़ָจԽΛ૑଄͢ΔԻָਓΛഐग़

͢Δ学ԂͰ͋Γଓ͚·͢ɻօ ·͢͞Δ学ԂͰ͋Γଓ͚·͢ɻօ ·͞

ͱ৽ͨͳԻָͷՄೳੑΛ୳ڀͰͱ৽ͨͳԻָͷՄೳੑΛ୳ڀͰ

Δ͖೔Λ৺଴ͪʹ͍ͯ͠·͢ɻΔ͖೔Λ৺଴ͪʹ͍ͯ͠·͢ɻ

基礎の上に新しい学びを
創造と変革に挑戦する

音楽への深い情熱が
未来の音楽人をつくる
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ソルフェージュ教育は、桐朋建学のルーツといえる
ものです。高校と大学初級では、週 2回の授業で
基礎力の定着に十分な時間をかけ、大学中級以上
では、教員の個性と専門性がより際立つ講座を展
開します。基礎を重視する指導がその後の大きな成
長を促し、音の表情の細部を余さず捉え、分析する
耳を育てます。

響きの細部を捉える響きの細部を捉える
「耳」をつくる「耳」をつくる
【 ソルフェージュ 】

音楽理論を学び、音楽の構造や手法を知ること
で、一つひとつの音の意味を正確に捉えること、
音楽を言語のように組み立てることが可能になりま
す。音楽理論に精通することで得られる作品に対す
る深い理解は、音楽表現の純度を高め、バランス
感覚を鍛えます。それが聴衆に感動を与える音楽を
生み出します。

音楽家として音楽家として
必要な理論を身につける必要な理論を身につける

【 音楽理論 】

学ԂԻָ෦໳ͷྺ࢙͸ɺ1�48೥ɺ๎ۅ　
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鍛
え
る

超
え
る

究
め
る

以下の能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生は、卒業が認定されます。

【 ディプロマ・ポリシー 】

I．専門分野を究めるための表現力を有し、主体的に学び続ける意欲を持っている

II．専門を支える基礎力としての知識と技能を有し、よいものを探求して見つけ出す能力を持っている

III．柔軟で汎用的な視点を持ち、今日的な課題について適切な判断ができる

IV．幅広い音楽文化に関心を持ち、専門の枠を超えて新しい音楽文化を創造できる
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原則として週1回60分の個人レッスンが行われ、
高校から大学、大学院まで、同一教員による継続
的な指導を基本とします。実技試験は年2回行わ
れ、コンサートホールでの卒業試験は一般公開され
ます。内外の著名な音楽家を招聘して行う公開レッ
スンや公開講座、マスタークラスなど、研鑽の機会
も多く用意されています。

開かれた学びの場で開かれた学びの場で
個性を伸ばす個性を伸ばす

【 専攻実技 】

副専攻は、主専攻以外の実技を主専攻同様に学ぶ
ことのできる制度で、大学生を対象としています。
希望者は試験を受け、合格すれば大学1年次から
3年次のいずれからでも受講できます。レッスンは
週1回60分。4年次には卒業試験があり、修了要
件を満たせば「副専攻修了証」が授与されます。

2 つの専攻で2 つの専攻で
キャリアの幅を広げるキャリアの幅を広げる

【 副専攻 】

在籍年次に関わりなく高校生から大学生まで履修
可能。専攻以外の実技レッスンを受講することがで
きます。レッスンは週1回30分（声楽は20分）。
積極的な学びが視野を広げます。なかでも本学の
副科指揮は、優れた指揮者を多く輩出していること
で知られています。専攻実技同様の充実した教育
が、新たな可能性を拓きます。

興味を育て可能性を広げる興味を育て可能性を広げる
【 選択副科 】
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【 オーケストラ 】

オーケストラの授業では、専攻別アンサンブルで合
奏技術の基本やオーケストラ・スタディなどを学ん
だのち、フルオーケストラによる実習に進み、基礎
から段階的に修得します。これらの合奏教育は、高
校から大学まで一貫したカリキュラムに沿って行わ
れます。これまでに国内外のオーケストラに在籍す
る楽団員を多数輩出しています。

伝統のオーケストラ教育で伝統のオーケストラ教育で
合奏技術を磨く合奏技術を磨く

履修希望者は自主的にグループを編成し、年度初
めに申請します。3人以上であれば楽器編成に特別
な制約はなく、室内楽と2台ピアノでは高校生と大
学生がグループを組むこともできます。年間10回
以上のレッスンを経て年度末試験を受け、成績優
秀なグループは翌年度の春に開催される室内楽演
奏会に出演することができます。

仲間とともに仲間とともに
音楽を創り上げる音楽を創り上げる

【 室内楽・二重奏ソナタ 】
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Piano Course
ϐΞϊઐ߈ S tringed Instrument Course

ʪ ϰΝΠΦϦϯʗϰΟΦϥʗνΣϩʗίϯτϥόε ʫ

߈ઐث楽ݭ

༂͢ΔϐΞχスτΛ׆ʹతࡍࠃ　

਺ଟ͘ഐग़͍ͯ͠ΔϐΞϊઐ߈ɻι

ϩ͸΋ͪΖΜɺࣨ಺ָ΍൐૗ͳͲ

ͷ༷ʑͳԋ૗ܗଶΛɺϨοスン΍

तۀΛ௨ͯ͡ମܥతʹ学Ϳ͜ͱ͕

Ͱ͖·͢ɻΞンαンϒϧͷػձ͕

๛෋ʹ͋Δ͜ͱ΋ັྗͷͻͱͭɻߴ

Δ͋ੑݸੜ͔Βେ学Ӄੜ·Ͱɺߍ

஥ؒͨ ͱָͪ͠Έͳ͕Β΋ଥͣͤڠ

ʹԻָΛ૑͍ͬͯ͘͜ ͱ͸ɺԿʹ΋

·͞Δେ͖ͳتͼͰ͢ɻ·ͨɺւ֎

ͷஶ໊ͳԻָՈʹΑΔಛผϨοス

ン΍ެ։࠲ߨɺ学಺֎ͷԋ૗اըɺ

ιϩ΍ίンνΣϧτͷίンϖςΟγ

ϣンͳͲɺଟ࠼ͳϓϩάϥϜͱνャ

Ϩンδͷ৔Λ༻ҙ͍ͯ͠·͢ɻຊ

学Ͱͷ学ͼΛ௨ͯ͠ɺҰੜԻָΛ

Ѫ͠ɺͦ ΕΛਓʑʹ఻͑Δ͜ͱ͕Ͱ

͖Δ๛͔ͳੑײͱັྗ͋ΔϐΞχス

τΛҭ͍͖ͯͯ·͢ɻ

Ͱ͸ɺࣗ༝Ͱ։͔Ε߈ઐثָݭ　

Λେ੾ʹ৳͹ੑݸ෩ͷ΋ͱɺߍͨ

๛ݧܦҭΛ࣮ફ͍ͯ͠·͢ɻڭ͢

෋ͳࢦಋਞ͕ݸʑͷՄೳੑΛಋ͖

ग़͠ɺスέʔϧͷେ͖ͳԋ૗Ո΁

ͱҭͯ·͢ɻ͞ Βʹɺࠃ಺֎ͷԻָ

ՈΛটᡈͯ͠͏ߦϚスλʔΫϥスΛ

͸͡Ίɺوॏͳ学ͼͷ৔Λଟ਺༻

ҙɻࣨ಺ָ΍ΦʔέスτϥͳͲɺΞ

ンαンϒϧͷΧϦキϡϥϜ΋ॆ࣮͠

͍ͯ·͢ɻΞンαンϒϧͷतۀ΍

ϨοスンͰ͸ɺ߹૗ͷͨΊͷٕज़

΍૗๏ɺϦϋʔαϧͷํ๏ͳͲΛ

ͷҟͳ߈ಋɻ学೥΍ઐࢦΒ͔ૅج

Δ஥ؒͱͱ΋ʹҰͭͻͱͭԻΛ૑
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Focus Focus

「桐朋 木の香りコンサート」や学内のコンペ
ティションなど、多くの演奏機会に恵まれて
います。また、年2回の試験課題は、様々な
時代や様式の作品を網羅。ピアノ協奏曲も
含めた多様な楽曲を学ぶことで、膨大なピ
アノ作品のなかから自分に相応しいレパート
リーを確立できるよう工夫されています。

高校と大学のいずれから入学しても、初めに
楽器別の合奏でアンサンブルの基礎を学び
ます。高校3年次から大学までの5年間、ま
たは大学からの4年間は、高大混成のオーケ
ストラで合奏の技術を基礎から修得。基本
的なレパートリーから高難度の作品まで、著
名な指揮者のもとで段階的に実習します。

๛෋なԋ奏のػձで
ࣗ分に૬ԠしいϨパートリーをཱ֬

実ફ的なプログラムで
オーケストラを基礎から学Ϳ
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Wind Instrument Course
؅楽ثઐ߈
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Percussion Instrument Course
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ԋʹΑͬͯɺث؅ָ૗ऀʹͱͬͯ
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ΛॏͶ͖ͯͨࢦಋਞ͕ɺ学ੜͨͪ
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Focus

編成や規模の違うアンサンブルを学ぶことで
各楽器の特性を理解し、編成ごとに異なる
演奏や表現方法を身につけます。プロオーケ
ストラさながらの意欲的なプログラムで年間
7～8回のコンサートを行い、一流の指揮者
やソリストと共演。全専攻生がオーケストラ
の一員としての演奏を経験します。

パーカッションとマリンバ、2種類のアンサン
ブルのためのカリキュラムを設置。アンサン
ブルを通して耳を鍛え、学生・生徒たちの技
術力と音楽性の向上を図ります。また、作曲
など他専攻生と積極的に交流し、新作初演
などの経験を通じて打楽器奏者としての可
能性を広げていきます。

ଟ࠼なアンサンϒルを学び、
楽ثへの理ղを深める

アンサンϒルのݧܦが
奏者としての音を創り出す

Focus Focus
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Harp Course
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ΕͨΞンαンϒϧ૗ऀͱͯ͠׆༂

͢ΔͨΊʹඞཁͳٕज़ͱ஌ࣝΛج

ૅ͔Β͑ڭ·͢ɻϋʔϓ૗ऀʹඞ

ཁͳཁૉΛମܥతʹࢦಋ͠ɺ࣍୅

Λ୲͏ԋ૗Ոͱ͠ ͯૹΓग़͠·͢ɻ

඼Λ࡞Ҏ߱ɺԻָࠒதل20ੈ　

ԋ૗͢ΔࡍʹͦΕ͕͞ۂ࡞Εͨ࣌

୅ͷָثΛ࢖༻͢Δղऍ͕ࢼΈΒ

Ε͖ͯ·͠ ͨɻ͜ ͏͠ ͨղऍͰ࢖༻

͞ΕΔָث͸Ұൠతʹثָݹ（ϐ

ϦΦυָث）ͱݺ͹Ε·͕͢ɺຊઐ

·Λઐ໳తʹ学ͼثָݹ͸͜ͷ߈

͢ɻϨοスン΍Ξンαンϒϧͷतۀ

ʹΑͬͯԋ૗ٕज़ΛߴΊΔ͚ͩͰ

ͳ͘ɺओͱͯ͠17ੈلɺ18ੈلͷ

ේ๏ͳͲͷྺ࢙ه΍ԋ૗๏ɺثָ

ΛਂΊͳ͕Βɺ౰࣌ڀݚ͍ͯͭʹ

ͷԻָΛݱ୅ʹᙋΒͤΔͨΊͷํ

๏Λमಘ͍͖ͯ͠·͢ɻۙ೥ɺݹ

Ҏ߱ͷϨلΑΔԋ૗͸1�ੈʹثָ

パʔτϦʔ΋ࢹ໺ʹೖΕΔΑ͏ʹͳ

ΓɺϞμンָثͷԋ૗Ո͕ثָݹ

ԋ૗ͷํ๏ΛऔΓೖΕΔ͜ͱ΋͋Γ

·͢ɻثָݹઐ߈ͷॏཁੑ͸͞Β

͍ͯͬ·ߴʹ Ͱ͘͠ΐ͏ ɻ

※古楽器専攻は大学のみです。

Focus

毎年12月に開催する「ハープアンサンブルの
夕べ」は、複数のハープを使ったハープ同士
のアンサンブルと、他楽器とのアンサンブル
作品で構成するコンサート。専攻生全員が出
演します。専攻生が互いに成長を確認する機
会であると同時に、他専攻生と共演し交流を
深める貴重な機会でもあります。

チェンバロ、クラヴィコード、フォルテピアノ
などの鍵盤楽器や、バロック・ヴァイオリンや
ヴィオラ・ダ・ガンバ、フラウト・トラヴェルソ
やバロック・オーボエなどの多様な楽器の演
奏を通して、楽器の構造、歴史、ピッチ、音
律などその時代ならではの音楽習慣を学習
し、多角的な考え方を身につけます。 

ଞ楽ثとのڞԋが
ԋ奏力・表現力をߴめる

༷ʑなタイプのνェンόロに৮れ、
探究に合わせて学शする

Focus Focus
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Vocal  Music Course
੠楽ઐ߈

Conducting Course
߈ઐشࢦ

Focus Focus　ࣗΒͷ਎ମͦͷ΋ͷָ͕ثͱͳ

Δ੠ָɻਖ਼֬ͳൃ੠๏ͱٵݺ๏ɺ

ॆ࣮ͨ͠ιϧϑΣʔδϡ΍ޠ学ڭ

ҭ͕ɺ੠ָՈͱͯ͠ͷૅجΛͮܗ

Γ͘·͢ɻߴେҰ؏ͷઐ໳ڭҭͰ

ԻָՈʹඞཁͳ஌ࣝͱڭཆΛ਎ʹ

͚ͭɺ͍ߴೳྗͱੑݸΛซͤ࣋ͭ

༏Εͨԋ૗Ո΁ͱ੒௕͢ΔྗΛ஝

͑·͢ɻΦϖϥΫϥスͰ͸ɺՎএ΍

ԋٕ͸΋ͪ ΖΜɺ෣୆Λ૑Γ্͛Δ

໾ͷΦϖݱఔશൠΛ学ͼ·͢ɻ޻

ϥՎख͕ॿԋͰࢀՃ͢Δ͜ͱ΋͋

Γɺϓϩͷ໾ͮ Γ͘΍ຊ൪·Ͱͷ४

උͷํ๏ͳͲΛؒۙʹݟΔ͜ͱ͕

Ͱ͖·͢ɻߴ౓ͳΞンαンϒϧ΍

߹এͷतۀɺւ֎͔Βͷটᡈࢣߨ

ʹΑΔެ։ϨοスンͳͲ΋ॆ࣮ɻث

ָઐ߈ੜͱͷަྲྀ͸ɺԻָΛѪ͢

Δ৺ΛҭΉ͚ͩͰͳ͘ɺҰੜͷๅͱ

ͳΔͰ͠ΐ͏ ɻ

Δ͜ى৔Ͱݱ͸ɺԋ૗ͷऀشࢦ　

༷ʑͳ໰୊Λԁ׈ʹղܾ͢Δ͍ߴ

ೳྗ͕ٻΊΒΕ·͢ɻऀشࢦ͸Ի

Λग़͠·ͤΜɻ͠ ͔͠ɺԻָ΁ͷཧ

ղΛਂΊɺݱ৔ͷ૗ऀͨͪͱྑ޷

ͳؔ܎Λஙͨ͘Ίʹ͸ɺιϧϑΣʔ

δϡ΍Իָཧ࿦ͳͲͷૅجΛపఈ

ͯ͠਎ʹ͚ͭɺϐΞϊ΍෭Պ࣮ٕ

ͷϨοスンͳͲͰָثԋ૗ʹ΋श

ख़͢Δ͜ͱ͕ෆՄܽͰ͢ɻ༏Εͨ

ԋ૗ՈͰ΋͋Δָثઐ߈ੜͨͪͱ

ͷަྲྀ͸ɺऀشࢦʹ͸͔ܽͤͳ͍

ίϛϡχέʔγϣンೳྗ΍ੵੑۃ

Λཆ͍·͢ɻຊ学૑࢝ऀͷҰਓɺ

ᜊ౻ल༤ઌੜ͔Β࢝·Δ๎ۅͷࢦ

ɺൃలͤͯ͗͞ܧͷ఻౷Λड͚ش

ҭͱɺΦʔέスڭಋਞʹΑΔࢦ͖ͨ

τϥͷੜͷԻʹ೔ৗతʹ৮ΕΔ͜

ͱͷͰ͖Δڥ؀͸ɺشࢦΛ学Ϳ্

Ͱେ͖ͳັྗͱͳΓ·͢ɻ �

※指揮専攻は大学のみです。 高校で作曲を専攻した生徒は大学進学時に指揮専攻を希望することができます。

Focus

言葉の発音法を学ぶディクションの授業が
充実。イタリア語、ドイツ語、フランス語、日
本語、ロシア語によるカリキュラムを用意。歌
曲などを教材に、言語に合わせた正しい発音
や発声法など、歌うための基礎的な技術を身
につけます。様々な言語に触れることで、自
分に合う分野や方向性を模索していきます。

オーケストラなどのリハーサルを見学するこ
とは、著名な指揮者や演奏家たちのリハーサ
ルでのコミュニケーションや練習プロセスを
間近で見て学習する良い機会となります。特
に、オペラを一から創り上げる現場の空気を
体感することは、将来、指揮者として活躍す
るための貴重な経験となるでしょう。

5カޠࠃによるディクシϣンで
ਖ਼しいൃ音を学Ϳ

ԋ奏ձのリϋーサルを見学し、
生きた音楽を学Ϳ
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Musicology Course
ϛϡʔδίϩδʔઐ߈Composition Course

߈ઐۂ࡞

ʪ ૑ܳ࡞ज़ʗ .usic aOE 4ouOE %FsiHO ʫ

Focus Focus　ۂ࡞ઐ߈Ͱ͸ɺ͠ ͔ͬΓͱ͠ جͨ

ૅͷमಘͱɺ૑׆࡞ಈͷ࣮ફʹͭ

ͳ͕ΔڭҭΛ໨͍ͯ͠ࢦ·͢ɻߴ

ʹಋਞࢦɾେ学ͱ΋ʹɺҰྲྀͷߍ

ΑΔ࣮ٕϨοスンͱɺԻָཧ࿦΍࡞

ΒԠ͔ૅج๏ͷΫϥスΛ༻ҙɻۂ

༻·Ͱஈ֊తʹࢦಋ͠·͢ɻຖ೥

։͢࠵Δ࡞ۂ࡞඼లɺࠃ಺֎ͷஶ

໊ͳԻָՈΛট͍ͯͷެ։࠲ߨ΍

ूதٛߨͳͲɺൃදɺڀݚͷػձ

΋਺ଟ͘ఏڙɻ·ͨɺԋ૗Ոͱͷί

ϥϘϨʔγϣンʹΑΓɺָ ͱ૗๏ث

ʹ͍ͭͯͷόϥΤςΟʹ ෋Μͩ୳ڀ

ͷ৔Λ๛෋ʹઃ͚͍ͯ·͢ɻେ学

Ͱ͸ɺ૑ܳ࡞ज़ίʔス͸࿨੠ɾର

Ґ๏ɾָݭ؅๏ɾίンϐϡʔλԻ

ָ࣮शͳͲɺ.VTJD�BOE�4PVOE�

%F T J HOίʔス͸α΢ンυσβΠ

ンɾϨίʔσΟンάɾଞ෼໺ͱͷ

共ಉ੍࡞ͳͲͷྖҬ͕͋Γ·͢ɻ

　ϛϡʔδίϩδʔઐ߈Ͱ͸ɺԻָ

΍ͦͷྺ࢙ʹ͍ͭͯ͑ߟɺͦ ΕΛݴ

葉ͱͯ͠఻͑Δํ๏ɺͦ ͯ͠ԻָΛ

ࣾձͰํ͔͢׆๏Λ学ͼ·͢ɻԻ

ָ࢙΍Իָཧ࿦ɺιϧϑΣʔδϡ

ͳͲͷૅجΛ਎ʹ͚ͭͳ͕ΒɺΫ

ϥγοΫ͚ͩͰͳ͘ຽ଒Իָɺϙο

ϓスɺϩοΫɺөըԻָͳͲଟ༷ͳ

Իָʹ͍ͭͯ学ͼɺ̐೥࣍ʹ͸ࣗ

਎ͰબΜͩςʔϚʹ͍ͭͯଔۀ࿦

จΛॻ͖·͢ɻԻָʹؔΘΔࣄ࢓

ʹඞཁͳスキϧΛ਎ʹ͚ͭΔͨΊ

ʹɺӳޠʹΑΔतۀ΍ΞʔτɾϚω

δϝンτ͕ඞमͱ͠ ͯઃஔ͞Ε͍ͯ

Δͷ΋େ͖ͳಛ௃Ͱ͢ɻ·ͨɺࣗ෼

ͷ͖޷ͳָثͳͲΛબ΂Δ෭Պ࣮

ٕΛ ೥̐ؒड͚Δ͜ͱ͕Ͱ͖ΔͨΊɺ

࣮ٕͱ学໰Λ͔ͬ͠Γͱཱ྆͠ͳ͕

Βࣗ෼ͷਐΉ΂͖ಓΛ͑ߟΔ͜ͱ

͕Ͱ͖·͢ɻ

本学には、現代音楽に関心があり、現代作
品の演奏に積極的な器楽専攻生が数多くい
ます。作曲専攻生と器楽専攻生との距離が
近く、学生同士で試演会を企画するなど、高
大の区分なく自作品を音にする機会に恵まれ
ています。様々な専攻の友人たちは、卒業後
も助け合える大切な仲間となります。

専攻の必修科目には、少人数のゼミ形式の
ものが多くあり、卒業論文を書く際は担当教
員が毎週1時間、1対1で指導を行います。
そのため教員と学生の距離が近いのが特徴。
アットホームな雰囲気のなかで自由に対話し
ながら、この先どう音楽と向き合っていくの
か、ともに考えていきましょう。

ԋձを௨じてଟくのࢼ
とަྲྀし、༑情を育Ήੑݸ

ࣗ༝で開かれた学शڥ؀のもと、
ࣗ身の生きํを探る

※ミュージコロジー専攻は大学のみです。28 2�



国語

和声Ⅰ 和声Ⅱ 和声Ⅲ

音楽理論基礎 音楽理論応用

音楽史

専攻別アンサンブル

オーケストラ

ソルフェージュ

英語

ドイツ語／フランス語（初級）

室内楽 室内楽・二重奏ソナタ（2台ピアノ含む）

専攻実技

副科実技

イタリア語

ドイツ語／フランス語（中級）  

日本語表現

副専攻

※和声法Ⅱの単位取得者

音楽理論（分析）

音楽史概説

ドイツ語／
フランス語（初級）

和声法Ⅰ 和声法Ⅱ 応用和声Ⅰ

音楽理論概論

応用和声Ⅱ

桐朋ঁ子ߴ౳学校 音楽科 （உঁڞ学） 桐朋学Ԃେ学 音楽学部

1年次 2年次 3年次 1年次 2年次 3年次 4年次

専
門
科
目

ޠ
学
科
目

ΧリキϡラϜ
ຊ学͸ɺ1ίϚ�0෼ͱ͍͏ׂ࣌ؒઃఆͱɺतۀ։ؒظߨɺؒظݧࢼɺจԽࡇͳͲͷ೥ؒ༧

ఆΛߴେͰ共༗͢Δ͜ͱͰߴɺ ΧϦキϡϥϜฤ੒Λͨ͠ࢹΒେ学·ͰͷҰ؏ੑΛॏ͔ߍ

Ίߴɻ学ੜɾੜెͷೳಈతͳ学ͼΛҾ͖ग़͢๛෋ͳબ୒Պ໨ɺ学शޮՌΛ͢·͍ͯ͠ݱ࣮

ΔϨϕϧผগਓ਺तۀͳͲ΋େ͖ͳಛ৭Ͱ͢ɻ͜ ͜Ͱ͸ɺͦ ͏ͨ͠ಛ৭Λੜ͔ͨ͠Պ໨

Λൈਮ͍ͯ͠·͢ɻΧϦキϡϥϜશൠʹ͍ͭͯ͸ຊ学ϗʔϜϖʔδʹ͍ͯ͠ࡌܝ·͢ɻ

Curriculum

Teacher-  training course

卒業単位の他、教職課程に定められた単位を修得することによっ
て、右記の教員免許状を取得できます。教員免許状を取得する
ためには、教職に関する科目の他、学外での介護等体験や教育
実習などの実習を含む単位が必要となります。本学学生は積極
的に教職課程を履修しており、約7割の学生が卒業時に教員免
許状を取得しています。

த学校教་一छ໔ڐঢ়（教科ɿ音楽）

ঢ়（教科ɿ音楽）ڐ౳学校教་一छ໔ߴ

教৬課ఔ

高校からの入学者 大学からの入学者 共通

ӳޠ͸3ߍߴ೥ؒඞमͰ͢ɻ2ߍߴ೥͔࣍Β͸ಠɾ

෹͍ͣΕ͔Λཤम͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ɺ3೥࣍Ͱऔಘͨ͠

ಠɾ෹ͷ୯Ґ͸๎ۅ学Ԃେ学ͷ୯Ґͱ͠ ͯೝఆ͞Ε·

ɻେ学Ͱ͸ӳɾಠɾ෹ɾҏͷ֤（Պ໨ܞେ࿈ߴ）͢

Ҏ্Λબ୒͠·͢ɻޠࠃΒ1Χ͔ޠࠃ

学科目ޠ

ಛ৭͋Δ࠲ߨͷͳ͔͔Βɺ学ੜɾੜె͕ࣗ਎ͷڵຯ΍

ඞཁʹԠͯ͡બ୒͠ɺཤम͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻਓจ

Պ学ɺࣾձՊ学ɺࣗવՊ学ɺ਎ମ׆ಈͷ֤෼໺ʹ͓

͍ͯɺԻָՈΛΊ͙Δࠓ೔తͳ՝୊ʹ͍ͭͯଟ֯తʹ

Λઃஔ͍ͯ͠·͢ɻ࠲ߨΔͨΊͷ͑ߟ �

一ൠ教ཆ科目

専門科目

ඞमՊ໨ɻߴେͱ΋ʹάϨʔυผগਓ਺ฤ੒ʹΑΔΫ

ϥスतۀΛ͍ͯͬߦ·͢ɻݸਓͷάϨʔυ͸ॴఆͷࢼ

ͬ߹ʹ৽͞ΕɺৗʹϨϕϧߋʹͱؒ͝ظҰఆͯܦΛݧ

࠼Ҏ্͸ଟڃಋΛड͚Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻେ学தࢦͨ

ͳ࠲ߨͷͳ͔͔Βࣗ༝ʹબ୒͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ �

ソルフェージュ

Βͷೖ学ऀ͸େ学1೥࣍·Ͱͷ4೥ؒඞमɺେ学͔ߍߴ

͔Βͷೖ学ऀ͸3೥࣍·Ͱͷ3೥ؒඞमͰ͢ɻେ学͔Β

ͷೖ学ऀ͸࿨੠طशऀͱະशऀͱͰΫϥスΛ෼͚Δͨ

Ίɺແཧͳ͘ ࣮֬ʹ学शͰ͖·͢ɻ࿨੠ͷशಘ͕ɺԻָ

ཧ࿦΍ԋ૗๏ͳͲ΁ͱൃల͠·͢ɻ

࿨੠

ࣗ༝બ୒Պ໨ɻࣨ಺ָ΍ೋॏ૗ιφλͷϨοスンΛ௨

೥Ͱड͚Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ೥࣍ʹΑΔฤ੒ͷ੍͕ݶ

͋ΔҎ֎ʹϝンόʔߏ੒ͷ੍໿͸ͳ͘ɺߍߴੜͱେ学

ੜͰάϧʔϓΛฤ੒͢Δ͜ͱ΋ՄೳͰ͢ɻࢦಋڭһΛ

2໊·Ͱر๬͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

室内楽・二重奏ソナタ（ 2୆ピアϊをؚΉ）

Իָཧ࿦͸ɺߍߴͰ͸Իָཧ࿦ૅجɺେ学Ͱ͸Իָ

ཧ࿦֓࿦ͰָయͳͲΛ学Μͩޙɺָۂ෼ੳͳͲ΁ͱల

։͠·͢ɻԻָ࢙͸ɺߍߴͰ͸2ɾ3೥࣍ʹɺେ学͔Β

ͷೖ学ऀ͸1೥࣍ʹ֓આΛ学ΜͩޙɺΑΓઐ໳తͳࢹ

఺ͰʮԻָΛ͑ߟΔྗʯΛҭΈ·͢ɻ

音楽理論・音楽࢙

ੜΛର৅ͱ߈ɾ੠ָઐثָݹɾ؅ɾଧɾϋʔϓɾݭ

͢Δतۀɻର৅೥࣍͸ઐ͝߈ͱʹҟͳΓ·͢ɻָثઐ

ͱͷثಉ࢜Ͱͷ߹૗ɺ·ͨ͸ҟͳΔָثָ߈ੜ͸ઐ߈

߹૗Λ௨ͯ͡ɺ੠ָઐ߈ੜ͸߹এΛ௨ͯ͡ɺΞンαン

ϒϧͷٕज़ͱදݱΛ͔ૅجΒ学ͼ·͢ɻ

専攻ผアンサンϒル

ߍߴ 3೥࣍ͷثָݭઐ໳ੜͱେ学ͷݭɾ؅ɾଧɾ

ϋʔϓઐ߈ੜΛର৅ͱ͢Δ௨೥तۀɻߍߴੜͱେ学ੜ

ͱͰͻͱͭͷΦʔέスτϥΛฤ੒͠ɺऀشࢦͷ΋ͱͰͷ

Φʔέスτϥԋ૗Λ学ͼ·͢ɻͦ ͷޙɺԋ૗ձ͝ͱʹઃ

ஔ͞ΕΔΦʔέスτϥͰ Β͞ʹݧܦΛੵΈ·͢ɻ

オーケストラ

詳細はWebへ

大学高校

※大学のみ
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࣮ٕ等ࢦಋਞ
※ 副科として掲載している教員は、当該専攻の副科実技のみを担当します。

※ 教員名の右上の印は以下の職名などを表します。
大学専任教員＊ 高校教諭 特任教授特命教授 特任講師

ଧ楽ث

小島 光  
近藤 高顯 
渡邉 壮  

パーカッシϣン マリンό パーカッシϣンuマリンό
安倍 圭子  
中村 友子
藤井 里佳

安江 佐和子 

؅楽ث

トロンϘーン

小山 弦太郎
茂木 建人

上原 宏 （主任） 
猶井 正幸 
今井 仁志
豊田 実加
吉永 雅人

長谷川 潤 
田中 敏雄 
佛坂 咲千生
山本 英司

神谷 敏 
今村 岳志
桒田 晃

岡本 正之 
井上 俊次
佐藤 由起
武井 俊樹
福井 弘康

武藤 賢一郎 
大津 立史

蠣﨑 耕三 
広田 智之 
岡 北斗
小野寺 彩子
高橋 舞
最上 峰行

亀井 良信  

神田 寛明 
白尾 彰 
倉田 優 
飯島 諒 
泉 真由
梶川 真歩
小池 郁江
高野 成之

クラリωット
サクソフΥン

ϗルン

フΝΰット トランϖットフルート オーϘΤ 有馬 理絵
勝山 大舖
野田 祐介
芳賀 史徳
林 裕子
藤井 洋子
三界 秀実
吉野 亜希菜

古賀 光

佐藤 采香 

池田 侑太
久保 和憲
渡辺 功

ϢーフΥニ΢ム

ςューό

ϐΞϊ

反田 恭平 
田部 京子 
玉置 善己 
練木 繁夫 
村上 弦一郎 
若林 顕 
阿部 美果子
石井 楓子
入江 一雄

上野 久子  
海老 彰子 
岡本 美智子 
山田 富士子 
Pascal Devoyon 
Emanuel Rimoldi 
青柳 晋 
伊藤 恵 
須田 眞美子 

江澤 聖子
大西 真由子
大伏 啓太
金子 恵
川島 伸達
河村 晋吾
木村 徹
斎木 隆
佐藤 彦大

島田 彩乃
高田 匡隆
高橋 多佳子
鶴園 紫磯子
外山 啓介
奈良場 恒美
西村 翔太郎
広瀬 康 
三原 未紗子

新井 博江 （主任）
清水 和音 
中井 恒仁 
仲道 郁代 
朴 久玲 
有吉 亮治 
今井 彩子 
関本 昌平 
沼沢 淑音  

三輪 郁
廻 由美子
山崎 牧子
吉武 優
吉村 真代

小田 裕之
佐藤 勝重
中川 賢一
中川 朋子
松谷 園子
宮木 麻衣

【 副科ピアϊ 】

ث楽ݭ
ϰΝイオリンuϰィオラ コントラόス

νェロ

【 副科ϰΝイオリン 】宮田 大 
山崎 伸子 
苅田 雅治
菊地 知也
木越 洋
北本 秀樹
清水 詩織
髙木 慶太
銅銀 久弥
古川 展生

藤原 浜雄 
伊藤 亮太郎
木野 雅之
久保 良治
佐々木 亮
篠﨑 友美
篠﨑 史紀
清水 醍輝
鈴木 康浩
戸田 弥生

豊嶋 泰嗣
水谷 晃
村上 淳一郎
山口 裕之

長谷川 陽子  
倉田 澄子 
堤 剛 
毛利 伯郎 
上村 昇 

辰巳 明子 
徳永 二男 
原田 幸一郎 
堀 正文 
池田 菊衛 
漆原 啓子 
惠藤 久美子 
加藤 知子 
清水 高師 
竹澤 恭子 

景山 誠治 （主任）
久保田 巧 
豊田 弓乃 
神谷 美千子 
田中 晶子  
石井 志都子 
磯村 和英 
篠﨑 功子 
庄司 紗矢香 

市川 雅典 
𠮷田 秀 
石川 滋
稻川 永示
星 秀樹
本間 達朗

梅津 美葉

੠楽ɹ

大橋 ゆり （主任） 
腰越 満美  
宮本 益光 
鈴木 准 
大島 幾雄  

藤川 泰彰 
落合 美和子
駒井 ゆり子
里中 トヨコ
篠原 百合乃

薗田 真木子
谷 茂樹
丹藤 麻砂美
塚田 裕之
友清 崇

長尾 康世
松井 康司
村上 明子
森 麻季
安井 陽子

嘉目 真木子
与那城 敬 北村 典子

【 副科੠楽 】

井上 渚
遠藤 真理子
金田 望
清水 篤
田口 真理子
松波 匠太郎
山口 恭子
山下 美香
渡部 真理子

【 副科作曲 】

ۂ࡞

石島 正博 （主任）
土田 英介 
加藤 真一郎 
余田 有希子 
森山 智宏 
鷹羽 弘晃 
正門 憲也 
三瀬 和朗 
香月 修 
近藤 譲 

作曲๏ԋश 作曲理論ピアϊ
杉山 洋一 
西岡 龍彦 
愛澤 伯友  
池田 哲美 
久木山 直 
大家 百子
金子 仁美 
鈴木 純明
鈴木 輝昭
林 達也

原田 敬子

土田 英介 
莱 孝之 
愛澤 伯友 
伊藤 康英
金子 仁美
佐藤 岳晶
久行 敏彦
村上 寿昭

渡辺 裕紀子

石島 正博 
土田 英介 
加藤 真一郎 
森山 智宏 
鷹羽 弘晃 
飯野 明日香
石岡 久乃
三輪 郁

吉田 真穂

ϋʔϓ

篠﨑 史子  井上 美江子 篠﨑 和子

شࢦ

沼尻 竜典  
尾高 忠明 

増井 信貴 
新田 ユリ 

篠﨑 靖男
村上 寿昭

吉田 行地

音楽学

安田 和信 佐藤 康太 沼野 雄司 （主任）

ث楽ݹ

寺神戸 亮  
丸山 韶

όロックuϰΝイオリン
桐山 温子

有田 正広  

όロックuオーϘΤ

フラ΢トuトラϰェルソ

όロックuνェロ
Emmanuel Girard  
酒井 淳  

リコーμー

ϰィオラuμuΨンό
古橋 潤一

Emmanuel Girard  

νェンόロ
有田 千代子  
渡邊 順生

【 副科νェンόロ 】

【 副科オルΨン 】
植山 けい

水野 均

学長       辰巳 明子
理ࣄ       姫野 雅子｠
学部長     沼野 雄司
究科長  清水 和音ݚ
教຿部長  杵鞭 広美

学生部長 　　合田 香
ਤॻؗ長　　 安田 和信
校部長　　 森山 智宏ߴ
音楽教室部長  新井 博江
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大学ʛޠ学科໨ . Ұൠڭཆ科໨ . ৬՝ఔ科໨ڭ

学科໨ޠ
ӳޠ

フランスޠ
イタリアޠ

υイπޠ
長瀨 浩平  
三浦 大輔 
Jeremy Fulton 
大島 路子

奥野 元子
輿石 采佳
鈴木 希
田中 直人
田中 由香

間瀬 裕子
矢向 寛子

加藤 三和
小泉 洋樹

佐藤 ローラ
十川 菜穂
萩原 さがみ
山邑 久仁子

玉川 裕子  
Stefan Säbel 
Markus Freyberg
猪狩 弘美

織田 晶子
川名 真矢
杉山 真佑美
松村 亜矢
武藤 陽子

吉村 暁子

Vincenzo Spinuso  
Costanza Rufo

৬՝ఔ科໨ڭ

石坂 浩毅
狩野 浩二

小髙 臣彦
竹下 善博

宮城 哲
山本 剛

杵鞭 広美 （主任）
宮本 益光 

河原 勇人 
風見 章 

Ұൠڭཆ科໨

長瀨 浩平 （主任） 
杵鞭 広美 
玉川 裕子 
姫野 雅子 

荒巻 由紀 
西野入 篤男 
室田 大樹 
阿部 史佳

伊澤 英紀
入井 凡乃
内田 裕太
江川 純一

遠藤 記代子
加藤 三和
木下 頌子
小松 志朗

小宮 暖
里岡 純子
清水 郁子
須関 裕子

瀬川 哲朗
千田 実
富澤 萌未
長井 淳

中山 夏織
野上 圭太
秦 江里奈
水野 泰尚

大学ʛઐ໳科໨

ιϧϑΣʔδϡ

鷹羽 弘晃 （主任）
森山 智宏 
加藤 真一郎 
伊倉 由紀子 
鈴木 しのぶ 

間谷 琴未 
安西 房代
井澤 岳野
上田 真樹
大塚 萌

小田 裕之
加藤 千春
沢木 良子
塩﨑 美幸
清水 篤

十川 菜穂
田口 真理子
田中 やよい
塚田 眞理
築田 佳奈

寺嶋 陸也
深見 麻悠子
船橋 泉乃
百武 眞弓
平野 公崇

堀井 佐知子
松井 裕紀子
柳川 瑞季
山口 恭子
山下 真理

山中 千尋
渡部 真理子

ͦͷଞઐ໳科໨

指揮๏

ピアϊ൐奏๏ ピアϊ・リςラνュア
オϖラクラス

൐奏クラス

ピアϊԋ奏๏
੠楽ディクシϣン オϖϨッタ・

ミュージカルԋश੠楽アンサンϒル・
合এ

音楽ྍ๏の
理論と技๏

音楽൷ධ

音の෺理学

ԋ奏科学

オーケストラ

合奏ݭ

キャリアデβイン

ピアϊ実技指ಋ๏
古高 晋一

小田 裕之
松谷 園子

河村 晋吾
島田 彩乃
三原 未紗子

渡部 智也

大橋 ゆり 
腰越 満美 
鈴木 准 

宮本 益光 
大津 康平

河村 晋吾

今井 彩子

大橋 ゆり 
宮本 益光 
藤川 泰彰 
駒井 ゆり子

加藤 洋朗
竹内 雅挙
友清 崇
福永 一博

鵜木 絵里

高山 美佳

梅津 時比古 

小宮 暖

亀川 徹 

古屋 晋一

蠣崎 耕三 
亀井 良信 
上原 宏 
長谷川 潤 
合田 香 

市川 雅典 
田中 晶子 

稻川 永示
景山 裕子
菊地 知也
宮坂 拡志

大島 路子

音楽学 . 音楽࢙

沼野 雄司 （主任）
安田 和信 
佐藤 康太 
上尾 信也 

佐々木 亮 
Cathy Cox
池原 舞
今井 千絵

岡田 安樹浩
川本 聡胤
後藤 菜穂子
佐々木 美奈子

白井 史人
神保 夏子
近松 博郎
塚田 花恵

永井 玉藻
沼口 隆
平間 充子
伏木 香織

藤田 茂
藤村 晶子
前原 恵美
山上 揚平

米田 かおり

高校ʛී௨科໨

ଞ科໨
ޠࠃ ஍理ྺ࢙・ެຽ Ոఉ科 อ݈体育
西野入 篤男 
内田 裕太
千田 実

室田 大樹 
笹村 剛

 
姫野 雅子
石井 眞紀子
上杉 公志

上野 国子
土田 智美
増田 翔也

川島 しずゑ
矢野 祐子

荒巻 由紀  
伊澤 英紀
須関 裕子

田中 優子
野上 圭太
福田 大和子

਺学・理科・情ใ

ϐΞϊॳݟ

伊倉 由紀子 
鈴木 しのぶ 

加藤 真一郎 
沢木 良子

塚田 真里
築田 佳奈

中村 理奈子

ಠএ .߹এ ࣨ಺楽ʢϐΞϊʣݭ楽Ξϯαϯϒϧ . 楽Φʔέετϥݭ

丹藤 麻砂美
櫻井 淳

藤川 泰彰  
里中 トヨコ

佐藤 勝重
吉武 優

市川 雅典 
田中 晶子  

長谷川 陽子  
稻川 永示

景山 裕子
清水 醍輝

高校ʛઐ໳科໨

ιϧϑΣʔδϡ

森山 智宏 
安西 房代
市川 景之

伊倉 由紀子 
鈴木 しのぶ 
間谷 琴未 

大塚 萌
加藤 千春
十川 菜穂

田中 やよい
中村 理奈子
百武 眞弓

松井 裕紀子
柳川 瑞季
山下 真理

山口 恭子
渡部 真理子

深見 麻悠子
船橋 泉乃
堀井 佐知子

音楽ཧ࿦音楽࢙

森山 智宏 
鷹羽 弘晃  
石濱 加夏子

井上 渚
遠藤 真理子
桐山 温子

下田 幸二
藤村 晶子
渡部 真理子

正門 憲也 
加藤 真一郎 
余田 有希子 

安田 和信 
近松 博郎
藤村 晶子

米田 かおり

࿨੠๏ɾ音楽ཧ࿦ɾ.usic aOE 4ouOE %FsiHOɾܳज़音楽

石島 正博 （主任）
土田 英介 
加藤 真一郎 
森山 智宏 
鷹羽 弘晃 
正門 憲也 

莱 孝之 
愛澤 伯友 
池田 哲美 
久木山 直 
Yohanan Chendler
伊藤 康英

井上 渚
井上 莉里
遠藤 真理子
片山 柊
魚返 明未
金子 仁美

工藤 真希子
下山 静香
引地 誠
降籏 奈月
松波 匠太郎
山中 千尋

渡部 真理子

余田 有希子 ｠
亀川 徹  
西岡 龍彦 
愛澤 伯友 

加藤 直正 
小島 有利子
佐藤 岳晶
山中 千尋

MSD ԋश・
ಉ੍作ڞ

（修士課程・博士後期課程）大学Ӄʛઐ໳科໨ɾؔ࿈科໨ɾ૯߹科໨

ϐΞϊ

音楽学 ࣨ಺楽

ث楽ݭ ੠楽

ιϧϑΣʔδϡ

究Վ曲൐奏コϨϖςィπィオンݚ楽特घث
田島 亘祥

大橋 ゆり
星野 明子

寺嶋 陸也

武田 美和子
੠楽特घݚ究・
Վ曲・୆本ݚ究

ソルフェージュ
特घݚ究

ཧ࿦ۂ࡞

石島 正博
土田 英介
池田 哲美
加藤 真一郎
金子 仁美
金子 陽子

作඼分ੳ・創作ԋश MSD 究ݚಉ੍作ڞ 文ݪ・ݙॻ講ಡ

腰越 満美
鈴木 准
宮本 益光

田口 智子
田島 亘祥
村上 寿昭

亀川 徹
近藤 譲
佐藤 岳晶
久行 敏彦
莱 孝之
渡辺 裕紀子

余田 有希子 
加藤 直正 
西岡 龍彦 

沼野 雄司 
安田 和信
佐藤 康太
上尾 信也
後藤 菜穂子
長木 誠司

大友 肇 
北見 春菜 
西野 ゆか 
吉田 有紀子 

ޠࠃ֎
ӳޠ υイπޠ
三浦 大輔 
長瀨 浩平  

Damian Macintosh 
石井 裕香
輿石 采佳

末松 紀子
鈴木 希
髙岡 朱美

間瀬 裕子
宮崎 由美子 玉川 裕子  

川名 真矢
フランスޠ
松村 亜矢

加藤 三和

山邑 久仁子
小泉 洋樹

友利 修
永井 玉藻
西原 稔

※ 大学教員と共通
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ಛผϨοスϯ
ຊ学ͷڭҭ׆ಈ͸ւ֎ʹ΋͘޿஌ΒΕɺຊ学ͷ学ੜ΍ڭҭγスςϜʹؔ৺Λ࣋ͭଟ͘ͷԋ૗Ո΍ࢦ

ಋऀ͕ੈքத͔Βདྷ͠ߍɺಛผϨοスン΍ެ։࠲ߨΛ͍ͯͬߦ·͢ɻࡍࠃ৭๛͔ͳϨοスン͸学ੜ

ͷࢹ໺Λ͛޿ɺੈ քͷ෣୆Ͱ׆༂͢ΔԻָՈΛҭ੒͠·͢ɻ

Special Lesson

詳細はWebへ

ピアϊ特ผϨッスン

ピアニストʗதԝ音楽学Ӄ ٬һ教तʗ
リセ΢音楽Ӄ 特ผ教त

ディーナ・Ϥッフェ

素敵な温かい雰囲気をありがとうございました。
桐朋学園大学に来られて、生徒の皆さんと一緒に仕事が
できることをいつも嬉しく思っています。またお会いで
きる日を楽しみにしています。 　ディーナ・ヨッフェ

ピアϊ特ผϨッスン

ピアニストʗϋϊーフΝー音楽େ学 教त

ローランυ・クリューΨー

この素晴らしい学校でマスタークラスを行う機会を持て
たことを大変嬉しく思います!  尊敬と称賛の念をこめ
て、皆さんのご活躍をお祈りします! 
ローランド・クリューガー

何年もの時を経て、再び（桐朋
に）戻ってくることができたこと
は大きな喜びです。驚くほどハ
イレベルな学生にとても感心し
ています。私は喜びとともにま
たここに戻ってくるでしょう。
ミシェル・ダルベルト

ピアニスト

ミシェル・
μルϕルト

ピアϊ特ผϨッスン

ピアニストʗ
フΥルクϰΝング芸術େ学 教त

ϔンリ・
シーグフリーυソン

ピアϊ特ผϨッスン

桐朋学園の皆さんへ。
初めてこの素晴らしい学校で教える機会に
恵まれました。学生の皆さん、そして先生方
が非常に高いレベルの芸術性、そしてピア
ニズムを築き上げていらっしゃることを心か
ら称賛したいと思います。喜びと素晴らしい
雰囲気のあふれる２日間を過ごすことがで
きてとても光栄です。音楽をこめて。
ヘンリ・シーグフリードソン

マルク・コッϖイ
νェロマスタークラス

νェリストʗ
パリߴཱࠃ౳音楽Ӄ 教त

桐朋学園のゲストとしてお招きいただき、
才能あふれる若い仲間たちとともに働くこ
とを、大変光栄に思い、喜ばしく感じて
おります。感謝と敬意をこめて。
マルク・コッペイ

作曲Ոʗミュンϔン音楽・ԋܶେ学 教त

イβϕル・ムンυリー
作曲ެ開講࠲

桐朋学園でインスピレーシ
ョンに富んだ午後を過ご
すことができたことに感謝
します。学生や先生方との
議論は、とても興味深かっ
たです。またお会いできる
ことを楽しみにしています。 
イザベル・ムンドリー

※所属・役職はレッスン当時のものです。

足立 美緒（ミキシングエンジニア）／アンサンブル 
ホリゾンテ（現代音楽アンサンブルグループ）／出雲 
蓉（舞踏家）／岩佐 鶴丈（薩摩琵琶鶴田流演奏家）
／エリソ・ヴィルサラーゼ（ピアノ モスクワ音楽院）
／ミハイル・ヴォスクレセンスキー（ピアノ 元モスク
ワ音楽院教授）／海老 彰子（ピアノ 本学特命教授）
／大植 英次（指揮 ハノーファー音楽演劇大学教授）
／大宮 臨太郎（ヴァイオリン NHK交響楽団）／尾
高 忠明（指揮 本学特命教授）／ゲイリー・カー（コ
ントラバス ヴィクトリア大学名誉博士）／オリヴィ
エ・ギャルドン（ピアノ スコラ・カントルム教授）／ボ
リス・クズネツォフ（ピアノ フェーリクス・メンデルス
ゾーン音楽演劇大学室内楽教授）／マルクス・グロー
（ピアノ ベルリン芸術大学教授）／アレクサンダー・
コブリン（ピアノ ロチェスター大学イーストマン音楽
学校准教授）／マルク・コッペイ（チェロ パリ国立高
等音楽院教授）／ルーカ・ゴルラ（ピアノ ミラノ市立
音楽院教授）／酒井 淳（バロックチェロ 本学特任
教授）／坂本 麻実（舞踏家）／佐藤 拓（アレクサン
ダー・テクニーク指導者）／杉山 洋一（作曲 ミラノ
市立音楽院教授）／須田 隆久（フラメンコダンサー）
／チャールズ・スペンサー（ピアノ 元ウィーン国立
音楽大学教授）／髙谷 智子（武蔵野美術大学専任
講師）／滝野 ますみ（サウンドデザイナー）／パスカ
ル・ドヴァイヨン（ピアノ 本学特任教授）／冨 正和
（録音エンジニア）／中川 俊郎（作曲 日本作曲家
協議会常務理事）／中村 功（打楽器 カールスルー
エ音楽大学教授）／成平 有子（演出家）／パヴェ
ル・ネルセシアン（ピアノ ボストン大学教授）／平
野 美樹（舞踏家）／福士 則夫（作曲 元本学特任
教授）／フランク・ブラレイ（ピアノ パリ国立高等音
楽院教授）／古屋 晋一（本学非常勤講師 ソニーコ
ンピュータサイエンス研究所リサーチディレクター）
／ヴィレム・ブロンズ（ピアノ アムステルダム音楽院
教授）／堀米 ゆず子（ヴァイオリン マーストリヒト音
楽院教授）／松田 拓之（ヴァイオリン NHK交響楽
団）／三浦 武（河合塾講師）／森田 昌弘（ヴァイオ
リン NHK交響楽団）／ジョナサン・ラムゼイ（トロン
ボーン ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団首席奏
者）／エマニュエル・リモルディ（ピアノ 名古屋音楽
大学 客員准教授）／ジャック・ルヴィエ（ピアノ モー
ツァルテウム大学教授）／アレクセイ・レベデフ（ピ
アノ）／鷲田 実土里（舞踏家）

特ผϨッスン・ެ開講࠲୲౰者一ཡ
（2024年実੷）
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桐朋生の1日
ೳΛ৳͹͍ͯ͠·͢ɻ࠽΍ࣗओ࿅शΛ௨ͯ͡Իָͷۀʑਓʹ߹ͬͨスλΠϧͰɺतݸ

ੜͷே࿅शɺ໷࿅शɺ学ੜձؗɺ3ͭͷキャンパスϥΠϑΛ͝঺հ͠·͢ɻ๎ۅ

Our days

ଟ様な学ͼを
ͰڥͰきる؀ݧܦ
ᮎをଓけるݚ

Case 1Case 1

ே࿅

Campus life
【桐朋生のキャンパスライフ】

ͱ͠ऀ͢ࢤ学Ԃͷ学ੜͨͪ͸ಉ͡ԻָΛ๎ۅ

ͯɺ͍ޓʹ੾᛭ୖຏͰ͖Δڥ؀ͷͳ͔Ͱɺ೔

ʑ࿅शʹྭΜͰ͍·͢ɻࣗ਎ʹ߹ͬͨスλΠ

ϧͰա͢͝学ߍੜ׆ɻ͜ ͜Ͱ͸ɺ学ੜͷキャ

ンパスϥΠϑͷҰ෦Λ͝঺հ͠·͢ɻ

桐朋生の1日 …………  39
活躍する桐朋生 ………  42

コンサートスケジュール … 44
キャンパスガイド ……… 46

桐朋ঁ子ߴ౳学校 音楽科（உঁڞ学）2 年
ピアϊ専門

ยԬ ۏ༎さΜ

聴音を通じて和声やリズムの捉え方を学び、
表現力を養います。歌ったりリズムを取っ
たりする時間も楽しくて好きな授業です。 

楽しΈながら、ੑײをຏく
同じ志を持ち切磋琢磨し合う学校の友達はと
ても大切な存在です。空き時間は音楽や日常
のことまで、様々な話題を語り合います。

༑ୡとおしΌ΂りしてリラックス
ソロの演奏も楽しいですが、同級生という、
身近で尊敬できる音楽仲間と一緒に演奏でき
る室内楽の演奏も心地良くて好きですね。

ソロではຯわえない音৭を奏でる

授
業
（
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
）

8:408:40
授
業

10:2010:20
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6:306:30
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憩

11:5011:50 12:4012:40
授
業

18:0018:00
帰
宅
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On a TuesdayOn a Tuesday

1

2

3

4

5

ׂ࣌ؒ
MON TUE WED THU FRI

音楽史 ソルフェージュ 英語
論理・表現 フランス語 体育

英語
コミュニケーション フランス語 音楽理論応用 数学１ ソルフェージュ

昼休み

国語応用Ⅰ 和声 科学と人間生活 生物基礎 公共

ホームルーム

男声合唱

ׂ࣌ؒ

5歳よりピアノを習い始める
2016年 子供のための音楽教室に入室
2016年 加藤 明子先生に師事
2022年 桐朋女子高等学校に特待生として入学
 有吉 亮治先生に師事

※撮影時の学年を記載しています。 3�38



図書館は楽譜や音源の宝庫。欲しい資料がす
ぐに見つかるし、落ち着いて静かに勉強する
ことができるので、お気に入りの場所です。

ਤॻؗで楽ේ΍音ݯのࢿྉ探し
音楽の教科書を通じて「なぜこの曲を取り上
げるのか」といった理念を学びます。自分にな
い視点から音楽を眺めることが面白いです。

音楽教育のഎܠを知り、視野を広く

桐朋生の 1日

Our days

桐朋生の 1日

Our days

桐朋学Ԃେ学 音楽学部 � 年
作曲専攻

দڮ ೫ѪさΜଟʑྑ ਅ໊さΜ

 に学Ϳ஥ؒのڞ
 、ுる࢟がؤ
ಈྗにݪのࢲ

Case 2Case 2

໷࿅

7歳よりピアノを習い始める  
2008年 土田 英介先生に師事
2016年 桐朋女子高等学校 音楽科（男女共学）入学
 現在作曲を正門 憲也先生、
 鷹羽 弘晃先生に師事

5歳よりヴァイオリンを習い始める 
12歳より加藤 知子先生に師事
2023年 室内楽セミナー「秋吉台の響き」2023に参加
 第5回日本奏楽コンクール 大学生の部第2位

桐朋学Ԃେ学 音楽学部 1 年
専攻（ϰΝイオリン）ث楽ݭ

作曲を学んでから「作曲家はこう弾いてほし
かったのかな」と考えるようになるなど、演
奏表現にも良い変化があったと感じます。

ԋ奏を௨じて作曲の理ղを深める 
プロとして活躍する講師の方に指導を受けら
れる貴重な時間。一人での演奏とは異なる弾
き方なども体験でき、勉強になります。

オーケストラのԋ奏をत業で体ݧ
授業の空き時間や練習室が空いていないとき
は、スコアを読んだり課題に取り組んだりし
て時間を有効活用しています。 

त業の合ؒを׆用して༧श・෮श
週に一度、先生と1対1でレッスンがありま
す。個性や成長のペースに合った、細やかで
的確な指導を受けることができます。

਌身な指ಋでࣗ分の੒長を実ײ

側Ͱ฻らす学༑が
作඼を音に
変えてくΕる
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Case 3Case 3

学生ձؗ
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MON TUE WED THU FRI 遠隔
音楽理論

（応用和声Ⅱ）2
音楽理論（分析）

24 室内楽史

日本国憲法 Aβ

ドイツ語 6 ソルフェージュ
SP

体育
ナンバリズミックβ

オペラ・
オラトリオ史Ⅰ

昼休み

英語Ⅲ
17-OCβ ドイツ語 9

日本語表現 3 英語Ⅲ
20-LW

オーケストラ
中級クラス

ׂ࣌ؒ

1

2

3

4

5

MON TUE WED THU FRI SAT

ICT 活用による
教育の方法・技術 音楽家教育法Ⅰ

英語Ⅲ
22-T 教育相談

昼休み

作曲法演習
合唱曲 音楽史各論 作曲法演習

吹奏楽
ソルフェージュ

BC 女声合唱 B

On a ThursdayOn a Thursday On a FridayOn a Friday

※撮影時の学年を記載しています。※撮影時の学年を記載しています。40 41



༂する桐朋生׆
ίンΫʔϧग़৔΍ΦʔέスτϥࢀՃͳͲɺ༷ ʑͳスςʔδͰ׆༂͢Δ๎ۅੜɻ

ͦͷྺܦ΍׆ಈ಺༰ɺͦ ΕͧΕͷ૝͍ʹ͍ͭͯ͝঺հ͠·͢ɻ

Our success

ୈ 11 ճ Ϥϋン・ωポムク・フンメル
ピアϊコンクール ୈࡍࠃ 2 位

コンクールは自身の成長を感じられる場です。大勢
の同世代のピアニストの演奏から刺激を受け、様々
な解釈と巡り会える機会。国際的に活躍する演奏家
を目指すためにも、体験したすべてを糧に変えてい
きたいです。

桐朋学Ԃେ学 େ学Ӄ
修࢜課ఔ 3 年 ピアϊ専攻

ೌ子 ༟وさΜ

私は、どれだけ練習を重ねてもつい保守的な演奏をしがちです。でも、
コンクールへの参加が曲との向き合い方や気持ちの面を変えるきっか
けとなったように感じています。本選の舞台では、お客様に聴いてい
ただけることの幸せを初めて感じることができました。

桐朋学Ԃେ学 音楽学部 4 年
ピアϊ専攻

ೆ ことこさΜ

ୈ 93 ճ 日本音楽コンクール
ピアϊ部門 ୈ 3 位、ࡾ୐৆

Pickup

͢΂ͯͷݧܦΛ੒௕ʹม͑ͯ͢΂ͯͷݧܦΛ੒௕ʹม͑ͯ

ʮ ಧ͚͍ͨʯͷ૝͍͕ Λม͑ʮࢲ ಧ͚͍ͨʯͷ૝͍͕ࢲΛม͑ͨ
Pickup

ୈ 93 ճ 日本音楽コンクール
όイオリン部門 ୈ 2 位 、ؠ୩৆ 

以前は「ミスのない完璧な演奏」に囚われすぎていました。でも、様々
な曲と向き合うなかで「失敗しないことよりも大切なことがある」と
考えるようになり、段々と音楽そのものに集中できるようになりまし
た。それがコンクールの結果につながったと感じています。

桐朋学Ԃେ学 音楽学部
ソリスト・ディプロマコース 2 年 ϰΝイオリン専攻

ۚ子 ժ以さΜ

ࣦഊࣦഊΛڪΕͣɺ音楽ͱ͖޲߹͏
Pickup

ୈ 93 ճ 日本音楽コンクール 
όイオリン部門 ୈ 1 位、
Ϩ΢カディア৆、࿯見৆、IN1&9 ৆

即興的な要素が消えないよう、本番前は同じ曲を長
時間練習するのをあえて避けています。課題曲が発
表されれば、まずはゆっくりと楽譜を眺め、作曲家
の意図を理解していく。そうやって、より感情豊か
でフレッシュな状態で臨めるよう心がけています。

桐朋学Ԃେ学 音楽学部
ソリスト・ディプロマコース 2 年 ϰΝイオリン専攻

ұ੒さΜ ݪ܀
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感
৘
ͷ
๛
͔
͞
Λ

ԋ
૗
ʹ
ͷ
ͤ
ͯ

ୈ 93 ճ 日本音楽コンクール 
όイオリン部門 ୈ 2 位、ࠇ༄৆

練習時に必ず「今日の課題」を見つけて解決するよ
う心がけています。先生からは「技術を磨くだけで
なく、作曲家の人生や時代背景まで理解し、音で表
現するように」とアドバイスをいただき、そうする
ことでその曲がもっと好きになりました。

桐朋ঁ子ߴ౳学校音楽科（உঁڞ学）1 年
ϰΝイオリン専攻

தݪ སҥࣿさΜ
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コンクールでの׆༂（2024 年౓実੷）

ジϣルジュ・Τωスクࡍࠃコンクール
【 νェロ部門 】
ୈ1位ɹSD2年　北村 陽さん

パϒロ・カβルスࡍࠃ৆
【 νェロ部門 】
ୈ1位ɹSD2年　北村 陽さん

ୈ 16 ճロϕルト・シューマンࡍࠃ音楽コンクール

ୈ2位ɹSD1年　原田 怜さん　
【 ピアϊ部門 】

【 ϰΝイオリン部門 】
ୈ2位ɹ修士3年　東 亮汰さん

ୈ 30 ճϤϋωス・ϒラームスࡍࠃコンクール

ୈ1位ɹDuo Droom-Kunst
2023年大学卒業　ピアノ　菊野 惇之介さん
2024年修士終了　ヴァイオリン　吉村 美智子さん

【 室内楽部門 】

ୈ 32 ճνッタ・ディ・カントΡࡍࠃピアϊڠ奏曲
コンクール

【 ロマン೿ڠ奏曲部門 】
ୈ3位ɹSD1年　原田 怜さん　

ୈ 4 ճϒラームスࡍࠃピアϊコンクール
デトモルト

【 ピアϊ部門 】
ୈ3位ɹSD1年　原田 怜さん　

ୈ93 ճ日本音楽コンクール

ୈ3位ɹ2022年大学卒業　井上 莉里さん　
【 作曲部門 】

※紙面の都合で一部のみを掲載しています。（入賞時の学年を記載）
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コンサートスケジュール
ຊ学ओ࠵ɾ共࠵ͳͲͷԋ૗ձ͕਺ଟ ։͘͞࠵Ε·͢ɻͦ ͷଞެԋ͓Αͼৄࡉ͸ɺ

ϗʔϜϖʔδͷʮԋ૗ձ৘ใʯͰ͝Ҋ಺͍ͯ͠·͢ͷͰ͝ཡͩ͘ ͍͞ɻ

Our concerts

Hikaru.☆ ※都合により、日程・出演者等が変更になる場合があります。 予めご了承ください。

3 ୈ 22 ճ
桐朋ピアϊ・Ψラコンサート
桐朋学園宗次ホール

େ学ピアϊ専攻卒業ԋ奏ձ
浜離宮朝日ホール

音楽େ学オーケストラ
フェスςィόル 合ಉオケ
指揮ɿジϣン・アクセルロッυ
東京芸術劇場 コンサートホール
ミューザ川崎 シンフォニーホール

2（月）

7（土）

28（土）／
29 （日）

月

1   合এの༦΂
調布市文化会館たづくり くすのきホール

楽オーケストラԋ奏ձݭ
指揮ɿਗ਼ਫ ୉ً
桐朋学園宗次ホール

オーケストラԋ奏ձ
調布市グリーンホール 大ホール

9（金）

14（水）

17（土）

月10 ୈ 21 ճ 桐朋ピアϊ・
Ψラコンサート
調布市文化会館たづくり
くすのきホール

େ学 SUudenU $onceSU ᶅ
桐朋学園宗次ホール

େ学 SUudenU $onceSU ᶆ
桐朋学園宗次ホール

22（水）

27（月）

29（水）

月

11 音楽େ学オーケストラ・
フェスςィόル
指揮ɿߴ関 ݈
wiUI ত࿨音楽େ学 � ౦ژ᥁術େ学
東京芸術劇場 コンサートホール

24（月）月

12 ϋープアンサンϒルの༦΂
桐朋学園宗次ホール

νェロアンサンϒル
府中の森芸術劇場 ウィーンホール

ୈ 44 ճ パーカッシϣンの༦΂
調布市文化会館たづくり くすのきホール

ୈ 35 ճ SZNQIonic Winds
ԋ奏ձ
杉並公会堂 大ホール

1（月）

5（金）

9（火）

17（水）

月

桐朋ピアϊ・
コンϖςィシϣン（本選）
桐朋学園宗次ホール

8 25（月）月

佐ʑ໦੒子৆
ड৆者コンサート
桐朋学園宗次ホール

9 27（土）月

オーケストラԋ奏ձ
調布市グリーンホール 大ホール7 5（土）月

6   େ学 SUudenU $onceSU ᶃ
桐朋学園宗次ホール

ୈ114 ճ 室内楽ԋ奏ձ
桐朋学園宗次ホール

ୈ 47 ճ 作曲作඼ల
調布市文化会館たづくり くすのきホール

校ߴ SUudenU $onceSU ᶃ
桐朋学園宗次ホール

校ߴ SUudenU $onceSU ᶄ
桐朋学園宗次ホール

େ学 SUudenU $onceSU ᶄ
桐朋学園宗次ホール

ୈ115 ճ 室内楽ԋ奏ձ
桐朋学園宗次ホール

4（水）

9（月）

11（水）

16（月）

18（水）

23（月）

25（水）

月

5 月 ୈ113 ճ 室内楽ԋ奏ձ
桐朋学園宗次ホール

؅楽アンサンϒルの༦΂ᶃ
桐朋学園宗次ホール

؅楽アンサンϒルの༦΂ᶄ
桐朋学園宗次ホール

ϰィオラスϖース
指揮ɿࢁ下 一࢙
紀尾井ホール

12（月）

14（水）

19（月）

28（水）／
30（金）

4 卒業ԋ奏ձ（ߴ校）
紀尾井ホール

卒業ԋ奏ձ（େ学）
紀尾井ホール

੠楽コンサート
桐朋学園宗次ホール

13（日）

20（日）

25（金）

月

ΤンスϨン シϣーン ཮さΜ
桐朋学Ԃେ学 音楽学部 4年
؅楽ث専攻（トロンϘーン）

෣୆にཱつことで、
ੈքが୓けた

大切なのは、完璧に弾くことよ
り聴く人に感動を届けること。
舞台での経験を通じて世界がよ
り広がりました。

νェロの音৭で෣୆を࠼る

Տా 実੟さΜ
桐朋学Ԃେ学 音楽学部 3年
専攻（νェロ）ث楽ݭ

練習は厳しい瞬間もありましたが、本
番は全員で「楽しもう」と言い合って
舞台へ。貴重な経験ができました。

தࡊ݁ ࢁさΜ
桐朋学Ԃେ学 音楽学部 3年
ピアϊ専攻

෣୆でԋ奏する͋のتびを求めて

舞台で演奏したときの喜びは何にも代え難い
ですね。あの達成感があるからこそ、どんな
練習も乗り越えられます。

桐朋 ໦の߳りコンサート
音楽教室に通う小中学生から、高校生・大学生・大学院
生まで……桐朋で学ぶ学生・生徒が出演するコンサート
です。開催予定やプログラムなどはX（旧Twitter）に随
時掲載していますので、ご確認ください。

@toho_strings

@toho_kinokaori
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キャンパスΨイυ

ઋ઒キャンパス
˟182�8510
౦ژ౎ௐ෍ࢢए༿ொ 1�41�1
5e M �03�3307�4101（୅表）

仙川キャンパス͸ɺ๎ۅ学Ԃफ࣍ϗʔϧΛซઃ͢ΔࣷߍΛؚΉ

2౩ͷࣷߍΛඋ͍͑ͯ·͢ɻͲ Βͪ΋ࢯޗݚ�۾σβΠンͷ໦଄ߍ

ࣷͰɺ໦ͳΒͰ͸ͷշదͳԻڥ؀Λఏ͠ڙɺ๎ۅੜʹѪ͞ΕΔ学

ͼࣷͱ͠ ͯఆண͍ͯ͠·͢ɻߍߴੜͱେ学ੜ͕学೥ͷ֞ࠜΛӽ͑

ͯ学Ϳキャンパス͸ɺ༷ ʑͳָثͷԻ΍ਓͷ੠͕ࠞ͟Γ߹͍ɺ׆

ΕΔަྲྀͷۭؒΛੜΈग़͍ͯ͠·͢ɻ;͋ؾ

仙川キャンパス)ؗ͸ɺࣨٛߨɺϨοスンࣨɺͦͯ͠ઐ༻ͷ

ԻָϗʔϧͰ͋Δ๎ۅ学Ԃफ࣍ϗʔϧͰߏ੒͞Ε͍ͯ·͢ɻ

͜ͷϗʔϧ͸ɺ࠷େ٬੮਺234੮ͱখͿΓͳ͕ΒɺϑϧΦʔέ

スτϥΛऩ༰Ͱ͖Δ͍޿スςʔδΛඋ͍͑ͯ·͢ɻϗʔϧʹ͸

$LTͱݺ͹ΕΔ໦࢖͕ࡐ༻͞Εɺ৿ͷதʹ͍ΔΑ͏ͳۭؒʹ

ॊΒ͔ͳԻ͕͕޿Γ·͢ɻ

桐朋学Ԃफ次ϗール
˟182�8510
౦ژ౎ௐ෍ࢢए༿ொ 1�41�1
5e M �03�3307�4101（୅表）

1  大きな窓から光が入る教室
2  CLTが印象的なエントランス
3  音の響きにこだわった音楽ホール

1
2
3 3

1

2

1  隈 研吾氏によるデザイン
2  木のぬくもりを感じられる教室
3  憩いの場となる学生ホール

1
2
3

ઋ઒ਤॻؗ
広 と々した明るい図書館には、桐朋生の学びに欠かせ
ない図書、楽譜、学内演奏会、映像資料が並び、2万
点以上の資料をすぐに利用できます。ノートPCの貸出
や、専門知識を備えた図書館員のレファレンスを通じ
て、図書館での学びをサポートします。

1

2 3

ௐ෍キャンパス
˟182�0021
౦ژ౎ௐ෍ࢢௐ෍ϲٰ 1�10�1
5e M � 042�444�7055（୅表）

調布キャンパス͸ɺओʹେ学ӃੜͷͨΊͷࢪڀݚઃͱ͠ ɺߴͯ ߍ

ੜɾେ学ੜͷ׆ಈڌ఺Ͱ͋Δ仙川キャンパスͱର
ㆤㆂ

Λͳ͢学ͼࣷ

ʹͳ͍ͬͯ·͢ɻ஍Լ෦෼ʹ͸ਤॻؗࢪઃ͕ೖΓɺ1֊ʹ͸ಡॻ

Λ͠ͳ͕Βҿ৯Ͱ͖Δスϖʔス͕ઃ͚ΒΕ͍ͯ·͢ɻಈతͳ仙川

キャンパスʹର͠ɺスλςΟοΫͳ調布キャンパス͸ɺӃੜ͕ͨͪ

མͪண͍ͯڀݚͰ͖Δڥ؀Λఏ͠ڙ·͢ɻ

桐朋生の皆さんが安心して充実した学校生活を送れるよう、保健スタッフもサポートします。
保健室には看護師が常駐し救急対応と健康相談を行い、学生相談室では学校生活に関する様々な
相談に応じます。病気や障がいのために特別な配慮を必要とする方も、こちらでご相談ください。อ݈室・学生૬ஊ室

ઋ઒キャンパス・ௐ෍キャンパス

アωックス ௐ෍ࢢௐ෍ϲٰ
（Ԧઢௐ෍Ӻよりెา໿15分ژ）

˟ 182�8510
౦ژ౎ௐ෍ࢢए༿ொ 2�19�47

遠方に住む女子生徒・学生のための居住施設です。各住戸は防音設備
付きの洋室となっていて、練習や勉強に必要な諸条件を確保する他、管
理人が常駐しています。詳細は本学ホームページをご覧ください。

学生ձؗ
仙川キャンパスから徒歩約10分の場所に、音響面、デザインともに高い
評価を受けている｢アネックス｣があります。大小様々な広さの15室を有
し、主にレッスンで使用されています。

ௐ෍ਤॻؗ
図書館の1階部分は学生ホールとシームレスにつなが
り、食事や談話をしながら図書や雑誌を読める開放的
な空間です。地下部分は5万点以上の楽譜や図書を
所蔵し、調査や研究に集中できるスペースになっていま
す。自動貸出機でいつでも資料の貸出が可能です。

1  日建設計・山梨 知彦氏らによるデザイン
2  ２階廊下には窓の大きな休憩スペース
3  響きを良くする木板が設置された教室

1
2
3

1

2 3
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校卒業後の進路ߴ
Next stage

桐朋学園大学΁ͷਐ学ͷଞɺ
࣮ٕʹಛԽͨ͠ίʔε΁ͷಓ΋
·ҭΛ࣮ફ͍ͯ͠ڭΒେ学·ͰҰ؏ͨ͠Իָ͔ߍߴ学ԂͰ͸ɺ๎ۅ

͢ɻେଟ਺ͷੜె͕ࢦఆߍਪન੍౓Ͱ๎ۅ学Ԃେ学Իָ学෦΁ͷ

ਐ学Λر๬͠ɺιϦスτɾσΟϓϩϚɾίʔス΍ΧϨοδɾσΟϓϩ

ϚɾίʔスͳͲͷ࣮ٕʹಛԽͨ͠ίʔスʹਐ学͢Δੜె΋͍·͢ɻ

ଞʹ΋ɺཹ学΍ଞେ学΁ͷਐ学Λબ୒͢Δੜె΋͍·͢ɻ

桐朋女子高等学校音楽科を卒業見込みの者で、
桐朋女子高等学校校長が推薦し、 次の要件を満たす者。

・ 高校在学中の授業および実技レッスン
 （副科ピアノ、理論科ピアノなども含む）への
 出席が良好で、常日頃より勉学の意欲を持つ者。

・ 卒業に必要な科目の単位をすべて修得する見込みであり、
 次の科目については、 高校 3 年次に一定以上の成績を修めていること。
 ［専門実技／聴音・ソルフェージュ／和声法／音楽史］

・ 素行、生活態度が桐朋学園大学音楽学部に推薦するに相応しいこと。

桐朋学Ԃେ学音楽学部へのਪન基४N ext stage
【 桐朋生の進路・進学】

高校卒業後の進路 …… 49
大学卒業後の進路 …… 50
留学について ………… 51

大学院への進学 …………52
特待生・奨学金制度 ……53
入試情報 …………………54

ԻָΛڀΊଓ͚Δਓੜͷઌʹ͸ɺ͜ Ε͔Β΋

༷ʑͳબ୒͕͋ࢶΓ·͢ɻ๎ۅ学ԂͰ͸ɺཹ

学Λ͸͡Ίɺਐ࿏΍ਐ学ʹ͍ͭͯ学ੜҰਓͻ

ͱΓʹدΓఴ͍αϙʔτ͠ ͍ͯ·͢ɻ

2024 年౓の卒業生進路
（卒業生54 ໊）

桐朋学Ԃେ学
音楽学部 87ˋ

桐朋学園大学
ソリスト・ディプロマ・コース 4%

他大学 9％

Other course

桐朋ಠࣗͷଟ༷ͳ学ͼ৔

科目౳ཤ修生

学科系の講座の単位修得を目的として受講
するコースです。実技は受講できません。

डࢿݧ ɿ֨ߴ ౳学校卒業以上の者

カϨッジ・ディプロマ

実技を中心とした自由で高度な専門教育を
行うコースです。生涯学習やダブルスクー
ルの場も提供しています。

डࢿݧ ɿ֨ߴ ౳学校卒業以上の者

桐朋学園大学の指導陣による「指揮実技」
のレッスンを年間24回受講することがで
きるコースです。

डࢿݧ ɿ֨ߴ ౳学校卒業以上の者

オープンカϨッジʮ指揮コースʯ

ピアノ、ヴァイオリン、チェロ、フルート
において、ソリストとしての将来性を有す
ると認められた者を対象に、実技の重点的
教育を行うことを目的としたコースです。

डࢿݧ ɿ֨த学校卒業以上の者

ソリスト・ディプロマ

डࢿݧ ɿ֨େ学音楽学部卒業以上の者

究生ݚ

音楽大学の卒業者で、さらに実技の研究を
深めたい者のために設置されています。

設置専攻　管楽器／打楽器／ハープ／
古楽器／指揮／作曲／音楽学

※詳細は本学ホームページ
（https://www.tohomusic.ac.jp/）

をご覧ください。
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50

େ学卒業後の進路
Next stage

ׂ̑ఔ౓ͷ学ੜ͕๎ۅ学Ԃͷେ学Ӄ΍ڀݚՊɺ๎ۅΦʔέスτϥɾ

ΞΧσϛʔ΁ਐ学͢Δଞɺ৽ͨͳ׆ಈڌ఺ΛٻΊͯւ֎ཹ学͢Δ学

ੜ΋ଟ਺͍·͢ɻ·ͨɺ๎ۅͰ学Μͩઐ໳ੑΛੜ͔͠ɺڭҭɾ学श

ͳͲ΁ब৬͢Δ学ੜ΋͍·͢ɻۀا΍Իָؔ࿈ؔػԉࢧ

富山キャンパス
〒930-0138 富山県富山市呉羽町1884-17

桐朋オーケストラ・アカデミー
プロのオーケストラ・プレーヤーの育成
を目的とした研究機関で、弦・管・打楽
器奏者を主な対象としています。富山市
との連携による演奏会や、大学院大学
との共同企画、海外留学生との交流な
ど、多彩な活動を行っています。

在学中に1～2週間の短期留学で情報収集をした
り、セミナーや音楽祭で出会った音楽家へアプロー
チしたりと、留学先や師事する先生の選び方は様々
です。本学では、海外を拠点に活躍する卒業生の
人脈や、留学経験を持つ講師や身近な先輩からも
情報を得ることができます。また、サンタ・チェチー
リア音楽院、ケルン音楽大学、デトモルト音楽大学
との短期交換留学制度もあります。

ཹ学するために

留
学

先生からの推薦や、
卒業生や先輩から
の紹介、特別レッス
ンの招聘教授など、
師事したい先生を選
びます。

先生選び

パスポートやビザの
準備をはじめ、ホー
ムステイ先・寮・ア
パートなどの生活拠
点について情報を収
集します。

情ใऩू

師事したい先生や
学校への推薦状の
用意、願書の添削な
どのサポートを受け
ながら留学先とコン
タクトを取ります。

コンタクト

ཹ学தの先ഐの੠

現代音楽作品の演奏に携わりたいという強い希望があり、この
分野での教育環境が整った学校を留学先に選びました。世界
中から芸術家が集まるこの場所では、ときに彼らの母国での悲
惨な体験を知る機会もあります。桐朋で高校からフランス語を
学んだことが役立っていますが、語学だけでなく世界の問題に
ついて学ぶ必要性を感じます。

Ͱੈքʹ৮ΕΔࢢ౎ࡍࠃ
桐朋での室内楽やオーケストラの授業で鍛えられたおかげ
で、留学先でもすぐに順応できました。第一線で活躍する方々
と頻繁に交流・共演をし、人前で演奏する豊富な機会に恵ま
れています。また、的確な指導により、短時間で効率的に演奏
の完成度を引き上げられるようになりました。個性を引き出して
くださる環境で、さらに「自分の音」に磨きをかけていきます。

Δ͢ڀΛຏ͖ʮࣗ෼ͷ音ʯΛ௥ݸ

桐朋女子高等学校 音楽科（男女共学）
ピアノ専門 2017年卒業
桐朋学園大学 音楽学部
ピアノ専攻 2021年卒業
フロラン・ボファール氏に師事
滞在期間：2021年9月～現在

୩ޱ 知૱さΜ

ཹ学先ɿ
パリߴཱࠃ౳音楽Ӄ（フランス）

桐朋女子高等学校 音楽科（男女共学） 
弦楽器専門 2020年卒業
桐朋学園大学 音楽学部
ヴァイオリン専攻 2024年卒業
エリン・キーフ氏、
アイダ・カヴァフィアン氏、
ベンジャミン・ベイルマン氏に師事
滞在期間：2024年9月～現在 

さΜܙ ঁ݄ޒ

ཹ学先ɿ
カーςィス音楽Ӄ（アメリカ）

キャリアサポート

選択肢を絞るのではなく、可能性を広げる̶̶それが、桐朋のキャリア支援の理念です。
幅広い視野を身につけ、自分自身とじっくり向き合い、世界でたったひとつの、あなたならではの人生を開拓してください。
キャリア支援センターでは、その模索と実現を後押しすべく、それぞれの未来に目を向けたアドバイスを行っています。

基本的なサポート

・メンタルケア

・カウンセラーによる
　適性検査

・卒業生との交流会

・キャリアカウンセリング
　（グループ・個人）

・キャリア全般に関する
　ガイダンス
　（講演会・ワークショップなど）

音楽関܎のࣄ࢓
音楽の経験と高度な専門知識
を生かし、様々な分野で「音楽
のプロ」として活躍するキャリ
アをサポート（講演会・ワーク
ショップ・音楽インターンシッ
プなど）

ւ֎ཹ学・
コンクール・講शձ
情報提供など参加に関する
サポート

学֎ا業による
学内ब৬આ明ձ

人材派遣会社、音楽教室などMusician�s $aSeeS
プロの演奏家、作曲家など、職 
業音楽家として地域や現代社
会に生きるキャリアをサポート
（講演会・ワークショップ・ア
ウトリーチプログラムなど）

一ൠا業へのब৬
音楽関係以外の企業への就職

Next stage

ཹ学について
ʑͷओମੑΛଚॏ͢Δɺݸ
໨తʹ߹Θͤͨཹ学ࢧԉ
ԻָՈΛͨ͠ࢤͱ͖͔Βɺཹ学Λࢹ໺ʹೖΕ͍ͯΔਓ΋ଟ͍ͷͰ͸

ͳ͍Ͱ͠ΐ͏ ͔ɻ๎ۅ学ԂͰ͸ҰਓͻͱΓͷ໨తʹ߹ͬͨཹ学͕ܭ

ըͰ͖ΔΑ͏ʹ༗ӹͳ৘ใΛఏ͍ͯ͠ڙ·͢ɻ͔ߍߴΒେ学Ӄ·Ͱ

ͷؒͰ͍ͭཹ学͢Δ͔͸ͦͷਓ࣍ୈͰ͢ɻͦ ΕͧΕͷλΠϛンάͰ

ւ֎΁๎ۅ͏͔޲ੜΛαϙʔτ͠ ·͢ɻ

インディアナ大学、ウィーン市立音楽芸術大
学、カーティス音楽院、カールスルーエ音楽
大学、ハーグ国立音楽院、バーミンガム大
学、エコールノルマル音楽院、ハンス・アイ 
スラー音楽大学、ベルリン芸術大学、モーツ
ァルテウム音楽大学、モスクワ音楽院、国立
リスト音楽院、ローザンヌ高等音楽院　  他

ཹ学先（2023ʙ2024年౓実੷）

2023 年౓の進学ब৬者実੷（卒業生155 ໊）

͞ΒͳΔݚᮎΛੵΉͨΊʹ
ଟ͘ͷ学ੜ͕ਐ学Λબ୒ 一般企業

14%

音楽関係
28%

進学
55�

ब৬
42�

進学・留学準備中 5%
桐朋学園短期大学 1%
他大学・大学院 5%
海外大学 3%

〈富山〉
桐朋学園大学院
大学・桐朋
オーケストラ・
アカデミー
4%

〈東京〉
桐朋学園大学大学院・
研究生・ディプロマ
コース等
37%

ͦのଞ 3�

自営業主（演奏家等） ………… 12 人
自営業主（指導者等） ………… 11 人
音楽教室 講師等 ……………… 10 人
学校教員 ………………………… 6人
楽器制作会社 …………………… 2人
オーケストラ事務局…………… 1人
制作会社 ………………………… 1人

音楽関係の
就職先内訳
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桐朋ঁ子ߴ౳学校 ・入学金／運営維持費50万円 免除3名　・運営維持費30万円 免除1名　・運営維持費一部20万円 免除7名

桐朋学Ԃେ学
・入学金／授業料一部118万円 免除2名　・運営維持費／施設設備費一部50万円 免除1名
・運営維持費30万円 免除1名　・運営維持費一部20万円 免除2名　・運営維持費一部15万円 免除1名
・運営維持費一部10万円 免除2名

桐朋学Ԃେ学େ学Ӄ
・授業料／施設設備費／運営維持費145万円 免除1名　・授業料一部50万円 免除1名
・授業料一部30万円 免除1名　・入学金一部20万円 免除1名　・授業料一部20万円 免除1名
・運営維持費10万円 免除2名

ソリスト・
ディプロマ・コース

・受講料／施設設備費100万円 免除3名　・受講料一部50万円 免除2名　
・登録料一部20万円 免除3名　・登録料一部15万円 免除2名

究生ݚ ・登録料一部10万円 免除1名

େ学Ӄへの進学

2017೥4݄ɺ೔ຊͷԻָڭҭൃలͷઌಋ໾Λ୲͏ڭҭɾؔػڀݚ

ͱͯ͠仙川ɾ調布྆キャンパスʹେ学ӃΛ։ઃɻ࣮ફతͳΧϦキϡ

ϥϜΛ௨ͯ͡ɺ͘޿ԻָքͰ׆༂Ͱ͖Δԋ૗Ոͷཆ੒ɺਂ͍Իָత

஌ࣝ΍ڭཆΛ༗͢Δڭҭऀ΍ऀڀݚͷཆ੒Λ໨͠ࢦ·͢ɻ

ΑΓਂ͘ɺચ࿅͞Εͨ
音楽஌ࣝͱٕೳͷशಘΛ໨ͯ͠ࢦ

Scholarship　 student

特଴生੍౓
ಛ଴ੜೖ学ݧࢼ߹֨ऀɺೖ学ݧࢼɺ·ͨ͸ɺॴఆͷ学಺ݧࢼͰઐٕ࣮߈ͷ੒੷͕ۃΊͯ༏लͰ͋ΔͱೝΊΒΕͨ学ੜʹɺ

ʮೖ学ۚʯʮӡӦҡ࣋අʯʮतۀྉʯͳͲͷશֹ·ͨ͸Ұ෦໔আΛ΋ͬͯɺ͜ ΕΛݦজ͢Δಛ଴ੜ੍౓Λઃ͚͍ͯ·͢ɻ

Next stage

Other 
設置専攻 ピアノ／ヴァイオリン／ヴィオラ／チェロ

アンサンブルを重視した実技研究を特色としています。【 音楽ݚ究科 ԋ奏ݚ究専攻（修࢜課ఔ） 】

桐朋学Ԃେ学Ӄେ学 
（෋ࢢࢁ）

標準修業年限：3年ത࢜後ظ課ఔ

カリキュラム・ポリシー
専門領域における極めて高度な知識、教養、見識及び卓越した技
能をもって研究及び演奏を行う能力を獲得する。修了後には高等
教育機関で教育や研究に従事するために必要な問題発見能力、
課題解決能力、他の専門領域や他者の知見を理解しクリティカル
に検証する能力を習得する。また、教育研究を持続的に推進する
人材として、社会や文化に対する広い視野と高い見識を培う。

ピアノ・弦楽器・声楽・作曲・音楽学の5つの研究領域において、各自専門の
学術研究・実技研究を実施。計画的に研究を進め、積極的に議論や発表を行う
ことで、音楽研究に必要な方法論や技術を習得。各自の研究成果は研究演奏や
博士論文にて発表。修了までに学術研究・実技研究の一体化を目指す。

ピアϊ・ݭ楽ث・੠楽・作曲・音楽学ݚ究ྖҬ

ཆ੒しようとする人ࡐ

、うことができߦ究をཱࣗ的にݚび୎ӽした技能をඋえ、音楽に関する学術的なٴ౓な知識と教ཆߴめてۃ・
ɹক来、主にߴ౳教育ػ関において教育者、ݚ究者として׆༂できる人ࡐ
・๛かな学識にཪଧちされた実ફ能力によって、ੈ քの音楽քでத਻的指ಋ力をൃ揮できる人ࡐ

標準修業年限：2年修࢜課ఔ

カリキュラム・ポリシー
大学院音楽研究科は、音楽実践に不可欠な高度な能力を習得し、
自立した音楽活動を行うにあたって必要な能力を養うことを目的と
する。その目的のために、各コースの特質に適合した教育課程を
編成している。修士課程は2年以上の在学期間に、コースごとに
開設される実技あるいは実習・演習などを履修し、また、学術的研
究を支える関連科目を所定の範囲で履修しなければならない。学
位審査は、修了演奏／作品および研究レポート、または修士論文
によって行われ、合格者は修士（音楽）の学位を授与される。

ཆ੒しようとする人ࡐ
・֬かな実ફ能力΍๛かな知識を

 もって׆༂できるԋ奏Ո

2024 年౓実੷

੒੷༏लऀ·ͨ͸ࡁܦతͳཧ༝ʹΑΓब学͕ࠔ೉ͳ学ੜΛର৅ʹ֤छͷ঑学੍ۚ౓Λઃ͚ɺ

ଟ ͷ͘学ੜͷษ学ͷ͑ࢧͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ

঑学੍ۚ౓
Scholarship　

桐朋ಠࣗの঑学੍ۚ౓ ※すべて給付奨学金です。

当該年度の入学試験で、秀抜なる評価を得たチェロ専攻の学部
学生に給付されます。

νェロアンサンϒル・サイト΢঑学ۚ06

桐朋学Ԃ音楽部門঑学ۚ
成績が良好で心身ともに健全であり、経済的理由で就学が困難な学
生・ 生徒に対し、1年毎に選考を行い給付されます。

2024 年౓ 校：授業料のߴ   4割 3名／3割 5名／2割 1名
େ学：授業料の 4割 11名／3割 12名／ 2割 15名／1割 27名
େ学Ӄ：授業料の 2割 1名／1割 5名
ソリスト・ディプロマ：授業料の 1割 1名

01

桐朋学Ԃ音楽部門特ผ঑学ۚ
成績の特に秀でた学生・生徒に対し給付されます。
2015年౓   1名 50万円

02

桐朋学Ԃ音楽部門芸術教育੔උ・
び঑学基ۚٴۚࢿॆ֦

当該年度の入学試験で、秀抜なる成績を得た学生・生徒に給付され
ます。
2019年౓   1名 授業料一部（30万円）免除（大学院生）

03

宗次德二氏の寄附により設立され、成績が優秀でありながら、経済的
理由のため就学が困難な本学の大学院生に給付されます。
2024 年౓   5名 各120万円

फ次℄二桐朋学Ԃେ学
େ学Ӄ特଴঑学ۚ

04

桐朋学Ԃ音楽部門ಉ૭ձ঑学ۚ

2024 年౓   6名 各10万円

05

桐朋学園音楽部門同窓会から、向学心があり心身ともに健全
で、経済的理由によって就学が困難な大学2年生を対象に給付
されます。

2024 年౓   4名 各10万円
（学部生1名、ソリスト・ディプロマ生3名）

2023 年౓   4名 各500万円

桐朋学Ԃ音楽部門ཹ学支ԉ঑学ۚ
ʮ࡚ߐスカラシップʯ

江崎正道氏の寄附による留学支援奨学金。大学生以上のピアノ
専攻生が対象。在学中に海外高等教育機関へ留学をする者に一
人当たり500万円が支給されます。

07

日本学生支ԉߏػ঑学ۚ
֤౎ಓ෎ݝ・஍ํެஂڞ体঑学ۚ
ަ、業ا ௨Ҩࣇ育ӳձ౳の঑学ۚ

【ͦのଞの঑学ۚ】※給付、貸与など、様々な奨学金があります。

11 ໊

9 ໊

7 ໊

10 ໊

1 ໊

ピアϊコース ソロ／歌曲伴奏／コレペティツィオン

コースث楽ݭ ヴァイオリン／ヴィオラ／チェロ／コントラバス

੠楽コース オペラ／歌曲

室内楽コース

ソルフェージュ教育コース（2026 年౓ઃஔ༧定）

音楽学コース

作曲コース 創作芸術／編作芸術

52 5352 53



ืू要߲ ืू専門・専攻・コース ॻड෇ئ 日ݧࢼ 合֨ൃ表

桐朋ঁ子ߴ౳学校
音楽科（உঁڞ学）

ਪન
ୈ一छೖ学ݧࢼ（一ൠ） 管楽器／打楽器／ハープ／声楽／作曲 1�16 1�22 1�22

ୈ二छೖ学ݧࢼ（உ子部・ঁ子部）
ピアノ／弦楽器／管楽器／打楽器／ハープ／声楽／
作曲（大学進学時に指揮専攻を希望する者を含む） 1�16 1�22 1�22

一ൠ ೖ学ݧࢼ ピアノ／弦楽器／管楽器／打楽器／ハープ／
声楽／作曲 1�26 ʙ 30 2�10 ʙ 12 2�13

桐朋学Ԃେ学
音楽学部

૯合ܕ

特଴生 I ظ

ピアノ／弦楽器

10�1 ʙ 10 一次ݧࢼɿॻྨ৹ࠪ（合֨ൃ表ɿ10�22）
二次ݧࢼɿ11�1 11�12

特଴生II ظ 11�10 ʙ 21
一次ݧࢼɿॻྨ৹ࠪ（合֨ൃ表ɿ12�1）
二次ݧࢼɿ ピアϊ  12�15
ɹɹɹɹɹ ピアϊ以֎  12�16

12�18

ඈびೖ学 11�10 ʙ 21
一次ݧࢼɿॻྨ৹ࠪ（合֨ൃ表ɿ12�1）
二次ݧࢼɿ ピアϊ  12�15
ɹɹɹɹɹ ピアϊ以֎  12�16

12�18

"日ఔ

ピアノ／弦楽器／管楽器／打楽器／ハープ／
古楽器／声楽／指揮／作曲／ミュージコロジー

9�12 ʙ 25 10�25 ʙ 26 11�1

#日ఔ 2�13 ʙ 3�13 3�21 3�21

人ཹ学生ࠃ֎ 9�12 ʙ 25 10�25 ʙ 26 11�1

一ൠ 一ൠ・ฤೖ・オンライン˞ 1�5 ʙ 15 2�5 ʙ 9 2�13

桐朋学Ԃେ学
େ学Ӄ 

音楽ݚ究科

修࢜

2025年౓ळظೖࢼ ピアノ／弦楽器／声楽／作曲／音楽学 7�1 ʙ 5 9�3 9�4

2026年౓特ผೖࢼ ピアノ／弦楽器／声楽 7�1 ʙ 5 9�3 9�4

"日ఔ ピアノ／弦楽器／声楽／作曲／音楽学／室内楽／
ソルフェージュ教育（2026年度設置予定） 10�1 ʙ 10 11�1 ʙ 2 11�12

#日ఔ
ピアノ／弦楽器／声楽／作曲／音楽学

2�13 ʙ 3�13 3�21 3�21

ࢼ人ཹ学生ೖࠃ֎ 10�1 ʙ 10 11�1 ʙ 2 11�12

ത࢜ ത࢜後ظ課ఔ ピアノ／弦楽器／声楽／作曲／音楽学 1�5 ʙ 15 2�2 ʙ 3 2�4

ディプロマ・コース
ソリスト・ディプロマ ピアノ／ヴァイオリン／チェロ／フルート／声楽 11�10 ʙ 21 ピアϊ  12�15

ピアϊ以֎  12�16 12�18

カϨッジ・ディプロマ ピアノ／弦楽器／管楽器／打楽器／ハープ／
古楽器／声楽／指揮／作曲／ミュージコロジー 2�4 ʙ 19 2�27 3�6

55

・音楽表現に対する能力や意欲を有し、自己の目標を持っている者
・音楽文化に関する知識と技量を習得し、社会の発展に貢献する意思のある者
・音楽文化の領域を学ぶために必要な理解力・構想力を持っている者

ຊ学͸ɺҎԼ3ͭΛΞυϛογϣンɾϙϦγʔͱ͠ ͯɺೖ学ऀʹٻΊΔ学ੜ૾ͷํ਑ΛఆΊ͍ͯ·͢ɻ

桐朋学園には、高校・大学以外にも多様な
学びの場があります。ディプロマ・コースで
は、実技中心の専門教育に特化し、他校と
のダブルスクールも可能です。大学卒業後
も専門性を深められる研究生制度や、実技
以外の科目を履修できる科目等履修生制度
もあります。オープン・カレッジでは桐朋学
園大学の教授・講師陣による指揮のレッス
ンを受講できます。

【ͦのଞコースの͝Ҋ内】

VisiUing SUudenU $ouSse
外国人留学生入試以外にも、留学生
が音楽を学び、実践的な経験を積むこ
とができる2種類のプログラムがありま
す。いずれも本学指導陣によるレッスン
が中心です。

オープン・カϨッジ
募集コース：指揮
募集資格：高等学校卒業以上
ॻड෇ɿ2�4ʙ19ئ
日ɿ2�27ݧࢼ
合֨ൃ表ɿ3�6

科目౳ཤ修生
募集資格：高等学校卒業以上
ॻड෇ɿ3�11ئ ʙ 13
日ɿ3�26ݧࢼ
合֨ൃ表ɿ4�1

究生ݚ
募集コース：管楽器／打楽器／
ハープ／古楽器／指揮
募集資格：大学音楽学部卒業以上
ॻड෇ɿ1�5ئ ʙ 15
日ɿ2�5ݧࢼ ʙ 9
合֨ൃ表ɿ2�13

詳細は本学ホームページ
（https://tohomusic.ac.jp/college/
admissions/）をご覧ください。

夏
期
講
習

7/26～7/29
ड講ਃしࠐΈؒظɿ6/2～7/1

講श科目ɿa.専攻実技（模擬試験、個人レッスン） 
b.新曲視唱・聴音（模擬試験、授業、相談） c. 楽典
（模擬試験、授業、相談） d.和声［作曲・指揮のみ］（授
業） e. 副科ピアノ（演奏と講評） f.作曲理論ピア
ノ［作曲・指揮のみ］（模擬試験、個人レッスン）

冬
期
講
習

12/20～12/21
ड講ਃしࠐΈؒظɿ10/1～11/28

講श科目ɿa.専攻実技レッスン b.新曲視唱・聴
音（模擬試験、授業） c.楽典（模擬試験、授業） d.和
声・作曲授業［作曲 ・ 指揮のみ］ e.副科ピアノ（演
奏と講評） f.作曲理論ピアノ［作曲 ・ 指揮のみ］（演
奏と講評）

受験準備のための講習会を、夏期と
冬期に開催しています。入試に準じ
た模擬試験や、入試時に試験科目が
免除になる認定試験を実施していま
すので、ぜひ活用してください。

Նظ・ౙظ講शೖࢼ情ใ
Entrance exam

※オンライン入試は、願書受付1/5～15、試験日2/17～18、合格発表2/18を予定しています。 これらの日程は予定です。4月以降に発表の要項でご確認ください。5454 55
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ઋ઒キャンパス

・京王線「仙川駅」より徒歩約5分
・小田急線「成城学園前駅」よりバス約15分
・JR中央線「吉祥寺駅」よりバス約25分
・JR中央線「三鷹駅」よりバス約30分

路ઢҊ内
・仙川駅まで京王線「新宿駅」より
　区間急行または快速で約18分
・調布駅まで京王線「新宿駅」より特急で約18分

ઋ઒Ӻからの͝Ҋ内

〒182-0021　東京都調布市調布ヶ丘1-10-1
TEL.042-444-7055（代表）　FAX.042-444-7056

ௐ෍キャンパス

・京王線「調布駅」より徒歩約10分

ௐ෍Ӻからの͝Ҋ内

Access Map
ΞΫηεϚοϓ 

〒182-8510　東京都調布市若葉町1-41-1
TEL.03-3307-4101（代表）　FAX.03-3307-4001
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T O H O  G A K U E N
S C H O O L  O F  M U S I C

2 026

桐朋女子高等学校 音楽科
桐朋学園大学 音楽学部

https ://www.tohomusic. ac.jp/

仙川キャンパス
〒182-8510　東京都調布市若葉町1-41-1
TEL.03-3307-4101　FAX.03-3307-4001

調布キャンパス
〒182-0021　東京都調布市調布ヶ丘1-10-1
TEL.042-444-7055　FAX.042-444-7056

（男女共学）




